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　三河小学校の児童でつくる南光子ども
歌舞伎クラブが、３月６日、同校体育館
で「絵本太功記　十段目　尼ケ崎の場」
を上演しました。本年度の最終公演で、
子どもたちの熱演に、客席から大きな拍
手がおこり、おひねりが飛びました。
　メンバーは、３～６年生の９人。本年
度の公演は今回で３回目を数えます。子
どもたちは、あでやかな衣装を身にまと
い、約 50 分にわたり、元気いっぱいに
上演しました。（関連記事６～７㌻）

元気いっぱいに上演
平成21年度予算･････････････････････････２～４

シリーズ  共生の郷づくり････････････････････････５

シリーズ  かがやけ！さようの夢追人･･････････６～７

乳幼児医療  中学３年生まで拡大･･･････････････ 12

予防接種を受けましょう････････････････････ 14

●主な内容

FLASH NEWS（まちの話題）･･････････････ 10 ～ 11

南光子ども歌舞伎３月公演
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少子化対策・子育て支援施策に重点
一般会計  １１９億２，７１２万円

子育て支援センター  10 月オープン

予

算
平成21年度

　

平
成
21
年
度
の
町
当
初
予
算

は
、
一
般
会
計
に
お
い
て
は

１
１
９
億
２
、７
１
２
万
円
で
、

前
年
度
当
初
比
3.2
㌫
の
減
に
な

り
ま
す
。
継
続
事
業
の
佐
用
保

育
園
改
築
と
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
併
設
、
妊
婦
健
診
費
助

成
制
度
の
拡
充
な
ど
、
少
子
化

対
策
・
子
育
て
支
援
施
策
に
重

点
を
置
き
ま
す
（
会
計
別
予
算

額
は
４
㌻
の
と
お
り
）。

　

歳
出
で
は
、
投
資
的
経
費
と

し
て
約
15
億
４
千
万
円
を
計

上
。
前
年
度
当
初
比
22
・
２
㌫

の
マ
イ
ナ
ス
で
す
が
、
久
崎
・

三
日
月
小
学
校
の
プ
ー
ル
建

設
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
な

ど
の
大
型
事
業
を
平
成
20
年
度

補
正
予
算
に
前
倒
し
計
上
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
れ
ば

約
23
億
６
千
万
円
と
な
り
、
実

質
的
に
は
19
・
３
㌫
の
増
加
で

す
。

　
「
佐
用
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
な
ど

の
地
域
情
報
番
組
は
、
現
在
ア

ナ
ロ
グ
放
送
で
し
か
見
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
が
、
デ
ジ
タ
ル

放
送
で
も
受
信
で
き
る
よ
う
に

改
良
し
ま
す
。
光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
し
て
、

現
在
の
三
日
月
地
域
側
に
加

え
、上
月
地
域
側
か
ら
も
通
信
・

放
送
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

少
子
化
・
子
育
て
対
策
で
は
、

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
の
対
象

を
、
現
在
町
独
自
で
小
学
６
年

生
ま
で
と
し
て
い
る
も
の
を
、

さ
ら
に
拡
大
し
て
中
学
３
年
生

ま
で
と
し
ま
す
。
妊
婦
健
康
診

査
費
助
成
は
、現
行
の
５
回（
助

成
額
３
万
円
）か
ら
14
回
と
し
、

国
が
示
す
必
要
な
費
用
の
標
準

額
９
万
８
千
円
を
全
額
公
費
負

担
と
し
ま
す
。

　

建
設
中
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
10
月
に
オ
ー
プ
ン
す

る
予
定
で
す
。

　

農
林
業
関
係
で
は
、
農
道
舗

装
、
た
め
池
整
備
事
業
な
ど
を

継
続
し
て
実
施
。
建
設
関
係
で

は
、
町
道
の
維
持
管
理
費
に
約

６
、６
０
０
万
円
、
道
路
新
設
・

改
良
費
と
し
て
約
２
億
２
千
万

円
を
計
上
。
橋
梁
新
設
・
改
良

費
は
約
１
億
４
千
万
円
の
事
業

費
で
、
円
応
寺
橋
と
戦
橋
の
架

け
替
え
工
事
を
進
め
、
と
も
に

平
成
22
年
度
の
完
成
を
め
ざ
し

ま
す
。

　

教
育
関
係
で
は
、
学
習
指
導

→

医
療
費
助
成
を
中
３
ま

で
拡
充
。
妊
婦
健
診
助

成
も
９
万
８
千
円
に

　

平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
予
算
、
特
別
会
計
予
算
と
企
業
会
計

予
算
が
、
町
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
額
は
、
一
般
会
計

１
１
９
億
２
、７
１
２
万
円
、
14
の
特
別
会
計
と
企
業
会
計
含
め
て

総
額
１
９
３
億
１
、５
５
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
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要
領
の
改
訂
に
よ
り
、
小
学

５
・
６
年
生
に
も
英
語
の
授
業

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た

め
、
外
国
人
の
英
語
指
導
助
手

を
１
人
増
員
。
２
人
体
制
で
、

小
中
学
校
の
英
語
指
導
に
当
た

り
ま
す
。

　

不
登
校
対
策
の
適
応
指
導
教

室
指
導
員
と
、
多
動
性
障
害
児

な
ど
を
支
援
す
る
ス
ク
ー
ル
ア

シ
ス
タ
ン
ト
は
、
現
行
ど
お
り

配
置
し
ま
す
。

　

多
く
の
人
か
ら
い
た
だ
い
た

「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
」
は
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
絵
本

購
入
、
さ
よ
さ
よ
サ
ー
ビ
ス
新

車
両
の
購
入
、
昆
虫
館
の
標
本

箱
の
購
入
に
４
３
０
万
円
を
充

て
ま
す
。

　

公
債
費
（
国
な
ど
か
ら
借
り

て
い
る
お
金
を
返
還
す
る
費

用
）
は
、
グ
ラ
フ
①
の
と
お

り
、
償
還
額
の
ピ
ー
ク
を
迎
え

ま
す
。
次
年
度
以
降
は
減
少
に

転
じ
、
平
成
23
年
度
に
は
20
億

円
を
切
る
見
込
み
で
す
。
前
年

度
に
引
き
続
い
て
繰
り
上
げ
償

還
を
行
う
予
定
で
す
。

　

合
併
以
降
、
繰
り
上
げ
償
還

や
新
規
借
入
の
抑
制
に
取
り
組

ん
で
き
た
結
果
、
一
般
会
計
町

債
（
国
な
ど
か
ら
借
り
て
い

る
お
金
）
発
行
残
高
は
、
平

成
18
年
度
の
ピ
ー
ク
時
よ
り

12
億
８
千
万
円
余
り
減
少
し
、

１
８
２
億
８
、３
８
３
万
円
と

な
る
見
込
み
で
す
。
町
債
残
高

の
推
移
は
グ
ラ
フ
②
の
と
お
り

で
す
。

　

歳
入
で
は
、
町
税
収
入
が
町

民
税
の
大
幅
な
減
収
が
影
響

し
、
全
体
で
約
６
千
万
円
、
2.5

㌫
の
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

退
職
者
の
補
充
抑
制
な
ど
で
人

件
費
を
約
７
千
万
円
、
2.2
㌫
削

減
し
、
こ
の
減
収
分
を
カ
バ
ー

し
ま
す
。

　

し
か
し
、
な
お
も
財
源
不
足

と
な
る
た
め
、
財
政
調
整
基

金
（
財
源
不
足
が
生
じ
た
場

合
に
使
用
す
る
た
め
の
貯
金
）

２
億
９
、８
０
０
万
円
を
取
り

崩
し
、
一
般
会
計
に
繰
り
入
れ

ま
す
。

→

公
債
費
が

ピ
ー
ク
を
迎
え
る

財
政
調
整
基
金

      

繰
入
約
３
億
円

町
債
残
高
ピ
ー
ク
時
よ
り

　
　
　
　

13
億
円
減
少

町税　

23 億 2,212 万円

（19.5 ㌫）

地方交付税　

55 億 7,536 万円

（46.7 ㌫）
地方譲与税等　

5 億 7,536 万円（4.8 ㌫）

国庫支出金　

2 億 3,225 万円

（1.9 ㌫）

県支出金　

7 億 3,560 万円

（6.2 ㌫）

地方債　

14 億 6,714 万円

（12.3 ㌫）

繰入金　

3 億 1,868 万円

（2.7 ㌫）

その他　

6 億 9,952 万円（5.9 ㌫）

歳入
119 億 2,712 万円

諸支出金　

7,180 万円（0.6 ㌫）

歳出
119 億 2,712 万円

総務費　

15 億 9,081 万円

（13.3 ㌫）

民生費　

29 億 4,151 万円
（24.7 ㌫）

衛生費　

11 億 4,441 万円
（9.5 ㌫）

農林水産費　8 億 9,198 万円（7.5 ㌫）

商工費
1 億 5,329 万円（1.3 ㌫）

土木費　

11 億 5,565 万円
（9.7 ㌫）

消防費　

5 億 4,369 万円
（4.6 ㌫）

教育費　

10 億 5,262 万円
（8.8 ㌫）

公債費　

22 億 4,465 万円
（18.8 ㌫）

議会費　

1 億 3,795 万円（1.2 ㌫）

■グラフ①　一般会計公債費の推移

19億
6,573万円

19億
5,487万円

20億
5,860万円

22億
1,732万円

22億
4,465万円

■グラフ②　一般会計町債残高の推移
Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21

176億
5,799万円

195億
6,813万円 193億

1,376万円 187億
2,634万円 182億

8,383万円

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21160億円

170億円

180億円

190億円

200億円 合併振興基金に充て
るため、合併特例債
20億7,100万円借入

▲

15億円

18億円

21億円

24億円

歳入の主な用語の解説
地方税　町民税（個人、法人）、固定資産税、軽自動車税など、住
　民のみなさんに納めていただく税金です。
地方譲与税等　地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式
　譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、
　自動車取得税交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金
　の合計です。
地方交付税　町の財政力に応じて国から交付されるお金です。
国庫支出金　事務・事業に対して国から交付されるお金です。
県支出金　事務・事業に対して県から交付されるお金です。
地方債　大きな事業をするときに借りるお金です。
繰入金　積立金の取崩し金や他の会計から繰り入れるお金です。
その他　分担金、負担金、使用料、手数料、財産収入、諸収入などです。

予 21 算

● ●
●

● ●
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11,927,120,000

会計別予算額

■地域活性化
　ＪＲ姫新線高速化事業負担金　　 　8,937 万円
　姫新線利用促進のための駐車場整備　    310 万円
　協働のまちづくり　　　　　　　    3,500 万円
　　～地域づくり協議会の運営、自治会まちづくりの支援～
　石井地域づくり協議会拠点施設整備  750 万円
■情報・通信
　地域情報の発信　　　　　　　　　　987 万円
　「佐用チャンネル」などのデジタル放送化　     945 万円
　光ファイバー網の管理などの経費 　  　4,845 万円
　光ファイバー網のバックアップ　    　　　　378 万円
　　（三日月・上月両地域側から送信可能に）
■少子化・子育て
　佐用保育園改築・子育て支援センター建設
                                                                    　　4 億 3,653 万円
　子育て支援センターの開設（10 月予定）　　
                                                                                159 万円
　学童保育の実施　　　　　　　　　　313 万円
　乳幼児などの医療費助成　　　　 　4,000 万円
　　（町独自に中学３年生まで拡充）
　妊婦健康診査費助成　　　　　　　 1,225 万円
　　（受診券を 14 回分、98,000 円に拡充）
　特定不妊治療費助成　　　　　  　　　40 万円
　保育園（12 園）の管理・運営       5 億 5,327 万円
■健康・福祉
　外出支援サービス（さよさよサービス）   　   　                
                                                                        3,829 万円
　さよさよサービス車両購入　　　　    310 万円
　障害者支援費　　　　　　　 　2 億 7,322 万円
　救急医療など医師の確保対策  　   　2,800 万円
■産業・建設
　県営ため池改修事業（観音池、阿賀屋池）
   　　                                                           2,390 万円
　団体営ため池整備事業 ( 大塚池､奥田池､熊井池 )
　 　                                                               7,519 万円
　中山間地域総合整備事業（水路改修、農道舗装）
                                                                                      　 7,057 万円
　地籍調査　　　　　　　　　　2 億 3,481 万円
　町道の維持管理と新設改良　 　2 億 8,639 万円
　生活道路の支障樹木の撤去　　             500 万円
　円応寺橋、戦橋架け替え事業 　1 億 3,768 万円
■定住促進
　雇用促進住宅の購入　　　　　　　4,900 万円
■教育
　英語指導助手 (ALT)1 人増やして小学校へ
                                                                                     　   581 万円
　適応指導教室指導員の配置２人（不登校対策）
                                                                          145 万円

　スクールアシスタントの配置３人    　611 万円
　（多動性障害児などの支援員）
　小学校（10 校）の管理・運営（教職員の人件費除く）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   1 億 6,816 万円
　中学校（4 校）の管理・運営（教職員の人件費除く）
                                                                          9,596 万円
　スクールバスの購入          　　　             542 万円
　学校給食（2 校）・給食センター（3 施設）の運営
　                                                       1 億 3,946 万円
　高年大学の運営     　　　　   　　     　509 万円
　図書館の管理・運営    　　　　          3,676 万円
　青少年育成センターの開設   　　　 　646 万円
■平成 20 年度補正予算に前倒計上した主な事業
　獣害防止柵などの設置に対する補助         1,200 万円
　農道の舗装整備　　　　　　　　 　4,000 万円
　味わいの里三日月駐車場 整備    　　1,000 万円
　笹ケ丘荘にエレベーター設置 　    　2,000 万円
　道の駅平福第２駐車場整備     　    　　550 万円
　三日月保育園園舎の耐震診断　        　370 万円
　久崎小学校・三日月小学校プール建設
                                                                           1 億 7,966 万円
　幕山小学校体育館の耐震化工事     　3,079 万円
　三河小学校・久崎小学校校舎の耐震化に向けた実施設計
                                           1,200 万円
　統合給食センターの建設  　　 4 億 5,228 万円

会　計　区　分 予算額（万円）伸率 (㌫ )
一般会計
　（借換債を除く）

119 億 2,712
(119 億 2,712)

△ 3.2
( △ 2.1)

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 20 億 7,656 4.7
老人保健特別会計 1,131 △ 97.3
後期高齢者医療特別会計 2 億 6,455 △ 2.7
介護保険特別会計（事業勘定） 17 億 9,127 0.8
介護保険特別会計（サービス事業勘定） 879 5.1
朝霧園特別会計 1 億 2,466 △ 3.1
簡易水道事業特別会計 
　（借換債を除く）

9 億 6,137
(7 億 1,147)

△ 0.2
( △ 3.4)

特定環境保全公共下水道事業特別会計 8 億 9,817 △ 13.0
生活排水処理事業特別会計 4 億 7,798 20.0
西はりま天文台公園特別会計 1 億 9,611 △ 42.1
笹ケ丘荘特別会計 1 億 1,570 △ 4.0
歯科保健特別会計 2,824 △ 1.7
宅地造成事業特別会計 3,418 △ 4.6
農業共済事業特別会計 1 億 1,510 6.0
石井財産区特別会計 369 △ 4.4

特別会計合計
（借換債を除く）

71 億 0,762
(68 億 5,771)

△ 6.6
( △ 7.2)

水道事業企業会計
収入 1 億 6,659 △ 1.2
支出 2 億 8,081 △ 4.3

一般・特別・企業会計総額
（借換債を除く）

193 億 1,555
(190 億 6,564)

△ 4.5
( △ 4.0)

予 21 算

今
年
度
の
主
な
事
業
太
字
は
新
規
事
業

■お問い合わせ　財政課　☎８２－０８２０
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共
生
の
郷
づ
く
り

シ
リ
ー
ズ

地
域
が
や
る
し
か
な
い
！

「
な
に
く
そ
限
界
」
元
気
な
地
域
づ
く
り
研
修
会

　

３
月
14
日
、
さ
よ
う
文
化
情
報

セ
ン
タ
ー
で
、
限
界
集
落
と
地
域

再
生
を
考
え
る
「
な
に
く
そ
限
界

元
気
な
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
各
地
か

ら
約
１
８
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

講
師
に
は
、
広
島
県
三
次
市
を

拠
点
に
、
過
疎
問
題
や
集
落
崩
壊

と
向
き
合
い
、
地
域
を
守
る
活
動

を
展
開
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ろ
し

ま
ね
理
事
長
の
安
藤
周
治
さ
ん
を

お
招
き
し
、「
住
民
自
ら
が
手
が

け
る
地
域
経
営
と
は
～
中
国
路
江

の
川
地
域
で
の
取
り
組
み
に
学
ぶ

～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
三
次
市
作
木
町
を
拠

点
に
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
江
の
川
流
域
の
地
域
づ
く
り
の

経
験
か
ら「
過
疎
を
逆
手
に
取
る
」

こ
と
の
大
切
さ
な
ど
、
参
加
者
に

と
っ
て
、
と
て
も
有
意
義
な
も
の

で
し
た
。

　

講
演
の
最
後
に
は
、
参
加
者
を

代
表
し
、
佐
用
地
域
づ
く
り
協
議

会
の
倉
部
次
男
セ
ン
タ
ー
長
（
上

町
）
が
「
今
日
学
ん
だ
こ
と
を
、

必
ず
地
域
づ
く
り
に
生
か
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

■過疎を逆手に取る 10 か条
(1)「過疎」は「魅力ある可能性」と
　信じること
(2)「ない」ことは「なんでもやれる」
　可能性がある
(3)「東京ではできないこと」をやる
(4) 武器は「アイデア」と「実践」
(5) キーワードは「過密」とのジョイント
(6) 壁へのチャレンジは実績の積み重ね
(7) 逆手に取るのは「過疎のマイナスイメージ」
(8) ほしい「つれ」は、「厳しい古里だ
　からあえて古里に生きる」人たち
(9) 過疎を相手に楽しく生きる
(10)「楽しい生きかた」を見せびらか
　して、群れをつくろう
■今が大きな岐路
　まちづくりは「行政の仕事」と放っ
てきたが、行政も力が無くなってきた。
行政の限界を知って、ここで「仕方が
ない」と諦めるのかどうかが岐路。
■「もう一つの役場」を地域の力で
　収益事業で財源を確保し、住民サロ
ン事業、高齢者支援機能、里山保全機
能、役場・金融連絡機能などを備えた

「もう一つの役場」をつくり、地域課
題に根ざした活動を。
■収益事業を十分に考慮
　 財源が何より重要。「年金プラス
２万円」などと目標を掲げると、地域
の「やりがい」にもつながる。
■「ほめる」ことがまちづくりに
　最も簡単なまちづくりは、地域内で
互いにほめ合うこと。

　     講演の要旨

 「もう一つの役場」を地域の力で

　

３
月
14
日
、JR
播
磨
新
宮
駅
で
、

佐
用
町
か
ら
庵
逧
典
章
町
長
、
西

岡
正
議
会
議
長
、
大
谷
和
廣
連
合

自
治
会
長
、
春
名
和
光
商
工
会
長

が
出
席
し
、
姫
新
線
新
型
車
両
出

発
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

庵
逧
町
長
を
含
む
６
人
に
よ
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
上
月
行
の

新
型
車
両
が
、
後
に
上
月
地
域
で

行
わ
れ
る
記
念
ハ
イ
キ
ン
グ
の
参

加
者
な
ど
を
乗
せ
て
出
発
し
ま
し

た
。

　

早
春
の
上
月
地
域
を
歩
く
ハ
イ

キ
ン
グ
に
は
、
約
１
０
０
人
が
参

加
。
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
、
役

場
上
月
支
所
か
ら
上
月
歴
史
資
料

館
を
巡
っ
た
後
、
笹
ケ
丘
公
園
ま

で
往
復
８
㌔
を
元
気
に
歩
き
、
さ

わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

笹
ケ
丘
公
園
で
は
、
駅
そ
ば
、

紫
黒
米
お
に
ぎ
り
、
鹿
コ
ロ
ッ
ケ

な
ど
、沿
線
名
物
が
ふ
る
ま
わ
れ
、

味
巡
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

新型車両導入記念JR姫新線

出発式 と 記念ハイキング を 開催
庵
逧
町
長
（
写
真
右
）
も
参
加

し
て
行
わ
れ
た
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

上
月
地
域
を
元
気
に
歩
く
参
加

者
の
み
な
さ
ん

自分たちの力で地域経営をする大切さを力説する講師の安藤周治さん（右）
と、参加者のみなさん（左）
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　三河地域で行われる「南光子ども歌舞伎」。特色
ある地域の文化を守ろうと、多くの人たちが汗を
流し、活躍しています。今月号は「南光子ども歌
舞伎」を地域の誇りとして、守り、育もうとする
人たちをご紹介します。

地域の伝統文化を守る

シリーズ 夢追人かがやけ！
さようの

　
「
こ
こ
の
動
き
は
こ
う
や
」。
３

月
５
日
、
三
河
小
学
校
体
育
館
で
、

午
後
４
時
か
ら
行
わ
れ
た
南
光
子

ど
も
歌
舞
伎
３
月
公
演
の
最
終
リ

ハ
ー
サ
ル
。
演
技
指
導
す
る
播
州

歌
舞
伎
の
嵐
獅
山
先
生（
多
可
町
）

の
言
葉
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
振
り

付
け
な
ど
の
最
終
調
整
を
行
い
ま

す
。
そ
の
様
子
を
保
護
者
や
地
域

の
か
た
が
や
さ
し
く
見
守
り
ま
す
。

　

南
光
子
ど
も
歌
舞
伎
は
、
平
成

４
年
か
ら
始
ま
り
、
今
年
で
17
年

目
。「
国
の
重
要
民
俗
文
化
財
の

上
三
河
の
舞
台
。
昭
和
50
年
代
以

降
は
、
た
び
た
び
歌
舞
伎
公
演
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
文
化

は
い
つ
ま
で
も
継
承
し
た
い
」
と

語
る
の
は
、
南
光
子
ど
も
歌
舞
伎

の
運
営
を
支
え
る
育
成
会
会
長
の

淡
路
一
雄
さ
ん
（
上
三
河
）。

　
「
戦
後
間
も
な
い
こ
ろ
、
地
元

有
志
で
上
演
さ
れ
た
歌
舞
伎
。
今

で
も
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
地
域
特
有
の
歴
史
や
文
化
は
、

私
た
ち
の
宝
物
」
と
同
会
の
森
田

榮
一
さ
ん
（
上
三
河
）
は
、
昔
を

思
い
出
し
な
が
ら
笑
顔
で
話
し
ま

す
。
こ
の
伝
統
文
化
は
地
域
の
誇

り
。
そ
の
誇
り
を
守
る
た
め
「
子

地
域
特
有
の
文
化
を

   

何
と
か
守
り
た
か
っ
た

南光子ども歌舞伎育成会
上三河舞台保存会
南光子ども歌舞伎クラブ

　

佐
用
町
の
ま
ち
づ
く
り
（
佐

用
町
総
合
計
画
）
に
は
三
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

■
協
働
で
未
来
を
ひ
ら
く
ま
ち

　

み
ん
な
で
支
え
あ
う
連
帯
感

の
あ
る
地
域
で
文
化
の
継
承
や

子
ど
も
た
ち
を
は
ぐ
く
み
、
未

来
を
創
造
で
き
る
ま
ち

■
自
然
と
共
に
生
き
る
ま
ち

　

地
域
の
自
然
や
伝
統
あ
る
郷

土
を
礎
と
す
る
住
み
よ
い
環
境

の
ま
ち

■
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
ま
ち

　

す
べ
て
の
町
民
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
、
社
会
に
参
画
し
、
生

き
が
い
を
持
っ
て
、
自
己
実
現

で
き
る
ま
ち

　

な
か
で
も
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、

障
が
い
の
あ
る
人
な
い
人
、
す

べ
て
の
人
た
ち
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福

祉
社
会
「
人
権
文
化
の
息
づ
く

ま
ち
」
の
実
現
は
、
新
町
ま
ち

づ
く
り
の
大
き
な
命
題
の
１
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
う
れ
し
い
」「
た
の
し
い
」「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
感
謝
し

ま
す
」「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」「
ご
め
ん
な
さ
い
」・
・
・
。

あ
な
た
は
１
日
を
振
り
返
り
、

幸
せ
を
感
じ
る
言
葉
を
何
回

思
っ
た
り
、
使
っ
た
り
し
て
い

ま
す
か
。

　

お
互
い
の
人
権
を
人
権
と
意

識
せ
ず
、
社
会
の
ル
ー
ル
と
し

て
自
然
に
守
ら
れ
る
成
熟
し
た

社
会
。
い
わ
ゆ
る
人
権
文
化
の

す
す
ん
だ
社
会
で
は
、
家
庭
や

職
場
、
学
校
、
地
域
で
、
笑
顔

と
と
も
に
「
あ
い
さ
つ
」
や
「
感

謝
の
言
葉
」
が
飛
び
交
い
、
だ

れ
も
が
や
さ
し
い
気
持
ち
で
人

と
接
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
、「
人
権
文
化
の
息
づ

く
ま
ち
」
を
、
み
ん
な
で
つ
く
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
参
考
】
佐
用
町
総
合
計
画
書
、

兵
庫
県
人
権
啓
発
協
会
啓
発
冊

子■
お
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課 
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息
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く
ま
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  ありがとう たった５文字で みな笑顔
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ど
も
歌
舞
伎
」
に
地
域
の
願
い
を

託
し
、
地
域
、
学
校
、
行
政
の
連

携
の
も
と
育
成
会
が
発
足
。
そ
し

て
、
三
河
小
学
校
児
童
の
希
望
者

で
子
ど
も
歌
舞
伎
ク
ラ
ブ
も
結
成

さ
れ
ま
し
た
。

　

上
三
河
の
舞
台
の
保
存
と
特
有

の
操
作
方
法
を
受
け
継
ぐ
保
存
会
。

そ
の
保
存
会
は
公
演
の
際
、
舞
台

の
背
景
や
花
道
を
組
む
役
割
を
担

い
ま
す
。
上
三
河
の
舞
台
に
保
存

さ
れ
て
い
る
背
景
が
描
か
れ
た
数

組
の
襖
か
ら
、
演
目
に
よ
っ
て

選
び
ま
す
。「
最
近
は
、
育
成
会
、

保
存
会
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
越

え
て
、
み
ん
な
で
子
ど
も
歌
舞
伎

を
応
援
し
よ
う
と
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
」
と
話
す
の
は
、
保
存
会
の

春
尾
多
賀
助
さ
ん
（
上
三
河
）。

　

体
育
館
は
、
す
で
に
公
演
用
の

背
景
や
花
道
が
整
え
ら
れ
、
翌
日

の
本
番
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

し
た
。

　
「
公
演
後
、
子
ど
も
た
ち
に
送

ら
れ
る
拍
手
が
私
た
ち
の
何
よ
り

の
励
み
」
と
リ
ハ
ー
サ
ル
風
景
を

見
守
る
保
存
会
の
人
た
ち
。
翌
日

の
本
番
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ

う
で
し
た
。

　
「
貴
重
な
体
験
。
良
い
思
い
出

と
な
り
ま
す
」
と
元
気
に
話
す
歌

舞
伎
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
。
今

年
度
は
３
回
の
公
演
に
、
２
つ
の

外
題
を
約
20
回
の
稽
古
で
の
ぞ
み

ま
し
た
。
地
域
特
有
の
体
験
の
な

か
で
、
子
ど
も
た
ち
は
成
長
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
少
子
化
の
波
が
、

伝
統
文
化
の
継
承
に
大
き
な
影
を

落
と
し
て
い
ま
す
。
９
人
の
ク
ラ

ブ
員
の
う
ち
、
３
月
に
２
人
が
小

学
校
を
卒
業
。
新
加
入
が
な
け
れ

ば
来
年
は
７
人
で
す
。
今
、
子
ど

も
の
人
数
を
確
保
す
る
こ
と
が
大

き
な
課
題
で
す
。
そ
ん
な
中
、
子

ど
も
歌
舞
伎
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
な
ど

で
、
子
ど
も
歌
舞
伎
の
抱
え
る
課

題
に
具
体
的
な
支
援
を
す
る
た
め

に
「
南
光
歌
舞
伎
ク
ラ
ブ
」
が
結

成
さ
れ
、
活
動
を
模
索
中
で
す
。

　
「
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、
地

域
の
誇
り
を
守
る
た
め
、
努
力
し

ま
す
」。
淡
路
さ
ん
の
言
葉
に
は
、

地
域
の
伝
統
を
守
る
決
意
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
の
確
保
が

        　
大
き
な
課
題

多
く
の
拍
手
が

             

何
よ
り
も
励
み

嵐獅山先生の演技指導を受けながら、リハーサルを行う子ど
もたち。リハーサルは午後７時ごろまで行われました

　

桜
も
咲
き
、い
よ
い
よ
春
本
番
。

幼
稚
園
や
保
育
園
、
小
・
中
学
校

も
、
希
望
に
満
ち
た
新
入
生
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
か
け
が

え
の
な
い
子
ど
も
た
ち
が
皆
、
心

身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ

と
を
心
か
ら
願
い
ま
す
。

　

町
行
政
も
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
合
併
後
を
振
り
返
れ

ば
、
新
町
の
礎
を
築
く
き
わ
め
て

重
要
な
日
々
で
あ
り
ま
し
た
。
財

政
的
に
厳
し
い
状
況
に
変
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
行
財
政
改
革
を

確
実
に
進
め
、
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
っ
て
、
健
全
な
運
営
を
保
持
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た

世
界
的
に
厳
し
い
経
済
状
況
の

中
、
３
月
に
は
西
播
磨
他
市
町
に

先
駆
け
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

２
億
４
千
万
円
分
を
販
売
し
、
完

売
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
年

度
も
販
売
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
生
活
応
援
券
が
、
少
し

で
も
地
域
経
済
活
性
化
の
契
機
と

な
る
こ
と
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
今
後
、
さ
ら
に
経
済
状

況
は
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
中
、
過
疎
・
高
齢
化
が
進
む

地
域
社
会
の
維
持
、
子
育
て
支
援

施
策
の
充
実
や
教
育
環
境
の
整

備
、
安
心
で
き
る
医
療
・
福
祉
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
地
域
経

済
の
活
性
化
な
ど
、
本
町
に
は
多

く
の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
築
い
た
基

盤
に
立
ち
、
山
積
す
る
課
題
と
真

正
面
か
ら
向
き
合
い
、
厳
し
い
時

代
を
生
き
抜
く
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
一
歩
を

踏
み
出
す
重
要
な
年
度
に
な
る
と

捉
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
１
月
末
か
ら
「
さ
よ
う

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

に
は
、
子
育
て
家
庭
が
愛
情
に
あ

ふ
れ
、
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
こ
の
施
設

を
中
核
と
し
て
、
子
育
て
の
専
門

的
な
支
援
を
行
う
と
同
時
に
、
地

域
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ま
た
行
政

が
連
携
を
深
め
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
乳
幼
児
等
医
療

費
助
成
制
度
の
対
象
を
中
学
３
年

生
ま
で
拡
充
す
る
な
ど
、
子
育
て

家
庭
を
総
合
的
に
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
地
域
づ
く
り
協
議
会

で
は
、
地
域
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
で

あ
る
「
地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

の
作
成
に
着
手
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
過
程
で
、
地
域
経
営
の
基
盤

づ
く
り
が
さ
ら
に
進
み
、
自
立
し

た
地
域
運
営
が
さ
ら
に
進
化
す
る

こ
と
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
町
民

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

康
に
十
分
に
気
を
つ
け
ら
れ
て
、

元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

                

平
成
21
年
４
月
１
日
記

　

こ
ん
に
ち
は

町
長
室
か
ら

厳
し
い
時
代
を
生
き
抜
く

佐
用
町
長　

庵
逧　

典
章

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
を
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み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ

冬
季
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

■
開
催
日　

３
月
３
日
（
火
）、　

　

４
日
（
水
）、
12
日
（
木
）

　

13
日
（
金
）

■
場
所　

上
月
体
育
館

【
男
子
（
含
む
混
合
）
部
】

　

優　

勝　

紅
羽
拾
打
隊

　

準
優
勝　

シ
ー
ル
ド

　

第
３
位　

風
林
火
山
Ⅱ
｜

０

男
子
フ
レ
ン
ド
リ
ー
の
部

　

優　

勝　

ス
ポ
ー
ツ
21
江
川

　

準
優
勝　

ラ
ッ
キ
ー

【
女
子
の
部
】

　

優　

勝　

上
月
ク
ラ
ブ
Ａ　

　

準
優
勝　

ラ
ッ
キ
ー

女
子
フ
レ
ン
ド
リ
ー
の
部

　

優　

勝　
ひ
ま
わ
り
レ
デ
ィ
ー
ス

　

準
優
勝　
華
の
森
Ｌ
ａ
ｄ
ｉ
ｅ
ｓ

第
９
回
ビ
ス
ラ
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大
会

■
開
催
日　

３
月
８
日
（
日
）

■
場
所　

上
月
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
上

　

月
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

【
４
年
生
以
下
の
部
】

　

優
勝　
矢
野
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ（
相
生
市
）

　
準
優
勝　
赤
穂
サ
ッ
カ
ー
少
年
団（
赤
穂
市
）

　
第
３
位　
龍
野
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ（
た
つ
の
市
）

　
敢
闘
賞　
尾
崎
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団（
赤
穂
市
）

【
２
年
生
以
下
の
部
】

　

優
勝　

相
生
Ｆ
Ｃ
Jr.
Ａ（
相
生
市
）

　
準
優
勝　
佐
用
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ（
佐
用
町
）

　
第
３
位　
赤
穂
サ
ッ
カ
ー
少
年
団（
赤
穂
市
）

　
敢
闘
賞　
星
都
さ
よ
う
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ（
佐
用
町
）

【
優
秀
選
手
賞
】

　

佐
用
FC　

               

福
本
倫
央

　

星
都
さ
よ
う
SC　

    

井
口
青
空

（
敬
称
略
）

第20回  宿場町ひらふくまつり
　お殿様、姫君など約 40 人からなる大名行列をはじめ、さ
まざまなイベントを旧因幡街道の宿場町平福で開催します。
多くのみなさんのご来場をお待ちしています。

■大名行列（午前10時　平福郷土館前出発）
■演芸（午前11時30分開会）
　佐用中学校吹奏楽、民族歌舞「花こま」
　上月太鼓、お楽しみ抽選会、バザー　など
■主催　宿場町ひらふくまつり実行委員会
■お問い合わせ　商工観光課　☎８２－０６７０

大名行列を見に来て！

とき ４月12日 日 ところ 智頭急行平福駅前広場
雨天の場合は平福体育館

ヴァリオ・ストラーダ ２００９
世界の名車がやってくる

　今年も世界のクラシックカーが佐用
町に勢ぞろいします。名車の数々をお
楽しみください。また、先着 300 人の
かたには、「しかコロッケ」の無料試
食もあります。

とき ４月12日 日

午前 10 時～

午前 11 時ごろ～

ところ 佐用町役場

が
ん
ば
っ
た
人
た
ち
に

優勝した佐用ミニバスケットボール教室のみなさん

昨年のクラシックカーイベントのようす

昨年の大名行列のようす

西播磨地区ミニバスケットボール
新人大会 で 優勝

　２月 22 日、上郡スポーツセンターで、第９
回西播磨地区ミニバスケットボール新人大会が
あり、女子の部で、佐用ミニバスケットボール
教室が見事優勝しました。

ＶarioＳtrada 2009
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2009/ ４月号

　SPring-８、ニュースバルの施設公開。小中学生も
十分楽しむことができる科学実験や工作を行います。
見学には、光都プラザ前芝生広場から無料シャトルバ
スをご利用ください。（駐車場：西播磨総合庁舎横）
■お問い合わせ　（財）高輝度光科学研究センター
　☎０７９１（５８）２７８５

SPring-8施設公開
つなげよう 科学と君とのネットワーク

と き ４月26日 日 午前 9 時 30 分～午後 4 時 30 分
（受付は午後３時 30 分まで）

ところ 大型放射光施設 SPring-8

入 場
無 料

午前 9 時 30 分集合
午前 10 時スタート

光都ふれあいウォーク参加者
無  料

■募集人数　300 人（先着順）
■申し込方法　4 月 10 日（金）までに、電話または
　FAX（FAX の場合は、参加者全員の住所、名前、年齢、
　電話番号を明記）で下記へ。参加無料｡
■内容　芝生広場をスタートし、播磨科学公園都市内
　を約２時間歩きます。
■申し込み・お問い合わせ　播磨高原広域事務組合
　☎０７９１（５８）０５７５　FAX  ０７９１（５８）１４７１

と き ４月26日 日
ところ 光都プラザ前芝生広場

光都チューリップ園 開園春の
風物詩

　約５千平方㍍の広場に 12 種６万３千本のチュー
リップが咲き誇ります。開花情報は下記まで。
■開花情報に関するお問い合わせ
　播磨高原広域事務組合　☎ ０７９１（５８）０５７５
　西播磨県民局ＨＰ
　http://web.pref.hyogo.jp/area/w_harima/index.html

と き ４月11日 土～25日土
ところ 光都チューリップ園

子どもたちに
　　　夢ある未来を

 町地球温暖化防止活動推進員

山田敏雄さん（中上月）

ストップ温暖化シリーズ

　平素は、地球温暖化防止活動にご理解とご協力、ご
支援をいただき、ありがとうございます。
　私たちの活動も、昨年度は「広報さよう」での「ス
トップ温暖化シリーズ」の掲載をはじめとして、ごみ
の減量・資源の節約を訴え、マイバッグ持参運動に取
り組みました。
　また、佐用町光都に設立された「ひょうご環境体験
館」で、第 3 回地球温暖化防止フォーラムを開催しま
した。環境カウンセラーの小林義昭さん（川原町）の
講演と、ボランティア連絡会三日月支部のみなさんに
よるエコ啓発人形劇で環境問題をわかりやすく説明し、
参加した多くのみなさんから好評をいただきました。
　これからも、地域のみなさんのご協力のもと、
■ミニフォーラムの開催
■広報さようへの掲載
■エコ標語、エコ川柳、エコ短歌などの募集
など、私たちにできることから、力を合わせて挑戦し
ていきたいと考えています。
　子どもたちの明るい未来のために、マナーとモラル
の再構築、低炭素社会の実現は急務です。限りある資
源を大切に、日々の生活のなかで「ストップ　温暖化」。
できることから、取り組みましょう。

故　妹尾典成さんに叙勲「旭日単光章」
　故 妹尾典成さん（才金）にこのほど、叙勲 ｢旭日
単光章｣ が贈られました。妹尾さんは、平成４年から
旧上月町選挙管理委員会委員に就任。同時に同委員長
に就き、４期 13 年の長きにわたり、町の健全な発展
に寄与されました。

西播磨フロンティア祭  2009みんな
集まれ

■内容　第８回出る杭大会、西播磨ふるさとバザール、
　親子ふれあいキッズランド、西播磨総合リハビリテ
　ーションセンター特別展示、ひょうご環境体験館特
　別展示、都市内施設（県立大理学部、県立大付属高
　校、西播磨総合リハビリテーションセンター（病院
　内は非公開）、ひょうご環境体験館、先端科学技術
　支援センター）一般公開
■お問い合わせ
　西播磨県民局地域企画課　☎０７９１（５８）２１１３

と き ４月29日 ㊗
ところ 光都プラザ前芝生広場

午前 10 時～午後３時

  スプリングフェア２００９
播磨科学公園都市

播磨科学公園都市内テクノ中央交差点北側
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明るく楽しい話題がありましたらまちづくり課までご連絡ください。
■まちづくり課　☎８２－０６６４

まちのわだい

FLASH  NEWS

国際協力の大切さを学ぶ　－町国際交流協会が研修会  －

　３月 10 日、上月文化会館で町国際交流協会（会
長：小嶋逸也さん（櫛田））主催のＪ I ＣＡ（独立
行政法人国際協力機構）出前講座を開催しました。
　講師には、ＪＩＣＡ兵庫国際協力推進員の藤善
奈美さんをお招きし、青年海外協力隊として平成
16 年 12 月から２年間、ネパールで青年海外協力
隊として活動したお話を中心に講演をいただきま
した。その他、聴講者が意見を出したり、クイズ
に答えたりする時間も設けられ、参加した 31 人の
みなさんは、和やかな雰囲気の中、国際協力の重
要性を学んでいました。
　同協会会長の小嶋さんは「有意義な研修会でし
た。早速、今後の活動に生かしたい」と話してい
ました。藤善さん（写真右）と楽しく意見交換をする参加者のみなさん

　３月 12 日、平福地内の佐用朝霧園で、恒例の「屋
台村」イベントが開催されました。
　このイベントは施設利用者のみなさんに縁日気分
を味わっていただこうと開催されているもので、今
回で８回目。佐用名物ホルモン焼きうどんや、たこ
焼き、焼き鳥、ラーメン、すしなどの屋台が並び、
施設職員が売り子になって、43 人の高齢者にでき
たての味をふるまいました。
　施設利用者の安東ひろさんは「いろんなものを食
べてお腹いっぱい。おいしかった」と、また昨年
100 歳を迎えた宮下伊作さんは「みんなで食べると
おいしかった。来年も楽しみです」と笑顔で話して
いました。

「屋台村」で縁日気分　－佐用朝霧園  －

ホルモン焼きうどんの屋台に並ぶ宮下さん（写真中）
と安東さん（写真右）

　町内外で、平成４年から活動を行う「人形劇グ
ループさんりんしゃ」（代表：舟引寿子さん（林崎））
が、３月５日、町立図書館に手づくり絵本を寄贈し
ました。この絵本は、兵庫県立こどもの館主催の「平
成 20 年度手づくり絵本コンクール」で、奨励賞を
受賞したもの。海をテーマにした布製の楽しい仕掛
け絵本で、作品名は「ぎょっ」です。
　人形劇練習の合間に、布で手づくりおもちゃも
つくっていた同グループのみなさん。ある日布製
の仕掛け絵本に出会って「自分たちでもつくって
みよう」と思い立ったのが、今回の絵本作成のきっ
かけとか。
　同グループ代表の舟引さんは「自分たちが作っ
た絵本で、子どもたちが楽しんでもらえれば幸い
です。また人形劇もこれまで以上にがんばります」
と話していました。

コンクール入賞の手づくり絵本を寄贈　－人形劇グループさんりんしゃ  －

図書館に手づくり絵本を寄贈する「人形劇グループさんり
んしゃ」のみなさん
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まちのわだい

FLASH  NEWS

青少年育成の今後を考える　　－ 佐用町の子どもを語る懇話会 －

春の訪れを告げるかれんな花　　－弦谷集落　カタクリの花群生地 －

　弦谷集落内にある「カタクリの
花群生地」がこのほど開園し、見
ごろの３月中下旬に、多くのファ
ンが訪れました。カタクリの花は、
薄紫色のかれんな花で、天気が良
い日は花びらを開きますが、それ
以外は花びらを閉じてしまう特性
があります。この地を訪れた人た
ちは、斜面一面に咲くカタクリの
花を観賞したり、カメラで撮影し
たりと、早春のひとときを楽しん
でいました。
　群生地を管理している西平照六
さん（広山）は、「カタクリの花
が縁で、様々な人たちとふれあう
のが楽しい」と話していました。

美しく咲いたカタクリの花
（写真上）にカメラを向け

るファンのみなさん（写真
下）

近畿優良団体表彰を受賞　　－ 町体育指導委員会 －

　3 月 5 日、佐用警察署会議室で、佐用警察署、
保護司会、民生委員児童委員協議会、更生保護女
性会、青少年を育てる会、三日月青少年健全育成
活動委員会、スクールガードリーダー、少年補導
員の代表者が集まり、佐用町の子どもを語る懇話
会が開催されました。
　この懇話会では、それぞれの団体が活動を紹介
し、子どもに対する接しかたや家庭教育のありか
たなどについて話し合いました。参加者からは「子
どものしつけは家庭が基本。しかし、自分たちも
できる限り支えていこう」などの意見が出るなど、
活発な議論が行われました。また会議を定期的に
開催し、今後の活動に生かせるようにしたいなど
の提案も出されていました。

青少年の健全な育成をめざして

　佐用町体育指導委員会（代表：横山泰治さん（下長尾））
が、２月６日に滋賀県大津市で開催された近畿体育指導
委員研究協議会の席上で、近畿体育指導委員連絡協議会
優良団体表彰を受賞しました。
　体育指導委員は、スポーツ振興法に基づき教育委員会
から委嘱され、ニュースポーツを中心に、佐用町の社会
体育の推進と住民の健康増進のため活動しています。こ
の度は、その功績が認められ受賞されたものです。
　同委員会代表の横山さんは「今回の受賞を励みに、委
員の力を合わせて、社会体育の振興にがんばりたい」と
話していました。

今後の活躍に期待がかかります
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乳幼児等医療費助成制度
中学３年生まで拡大

　国の医療保険制度では、子どもの医療費の個人負担額は３割（小学生未満は２割）とされています。兵庫県
と県内の自治体では、子どもの健康を守り、安心して子育てができるように医療費個人負担額３割の部分を助
成しています。

　従来小学６年生までであった対象者を、佐用町ではさらに充実し、中学３年生まで拡大することになりました
（ただし、扶養義務者に所得制限があります）。これによって、従来医療費の３割を負担していた中学生のかたは、

下表の一部負担金で診療などを受けることができるようになりました。すでに該当のかたには案内を送付してい
ますが、手続きがまだのかたは、印かんと対象者の健康保険証を持参の上、申請をお願いします。

　未就学児については、佐用町では従来からいったん窓口で支払った一部負担金を、償還払い（後日役場に請求
して支給を受けること）で助成してきました。このたび乳幼児等医療費助成制度が中学３年生まで拡大されまし
たが、中学生は小学生と同様、未就学児のような償還払いの制度はありません。一部負担金の償還払いは、従来
どおり未就学児のみですのでご注意ください。なお、小学校へ入学後も入学前の一部負担金は助成しますので、
手続きをお願いします。

負　担　区　分 一　部　負　担　金
外来（１医療機関等ごと） 入院（１医療機関等ごと）

 ①町民税非課税世帯に属するかたで
 　所得が一定基準に満たないかた

１日 500 円限度 １割負担
  連続して３か月入院した場合
  ４か月目以降、負担はあり  
  ません。

（月２回まで） （2,000 円まで）

 ②上記以外のかた １日 700 円限度 １割負担
（月２回まで） （2,800 円まで）

※保険適用外の費用（薬の容器代・食事代・差額ベッド代など）は、支給の対象にはなりません。

乳幼児等医療費助成制度とは

佐用町では中学３年生まで対象を拡大

一部負担金の無料化は従来どおり就学（小学校入学）前まで

■お問い合わせ　福祉課　☎８２－０６６１

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
３
万
６
千
円
を
支
給

子
育
て
応
援
特
別
手
当

　
「
子
育
て
応
援
特
別
手
当
」

は
、
多
子
世
帯
の
幼
児
教
育
期

の
子
育
て
の
負
担
に
配
慮
す
る

た
め
、
平
成
20
年
度
の
緊
急
措

置
と
し
て
国
が
実
施
し
た
制
度

で
す
。

　

支
給
対
象
の
か
た
に
は
「
定

額
給
付
金
」
の
申
請
書
類
に
同

封
し
て
、「
子
育
て
応
援
特
別

手
当
」
の
申
請
書
類
を
送
付
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
期
限
内
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
児
童

　

平
成
２
年
４
月
２
日
～
平
成

17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
が

２
人
以
上
い
る
家
庭
で
、
第
２

子
以
降
の
平
成
14
年
４
月
２
日

～
平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
児
童

■
受
給
者

　

平
成
21
年
２
月
１
日
（
基
準

日
）
で
、「
支
給
対
象
者
」
の

属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た
。

①
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

　

て
い
る
か
た

②
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ

　

れ
て
い
る
か
た
で
、

　

・
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特

　
　

例
法
に
定
め
る
特
別
永
住

　
　

者
の
か
た

　

・
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認

　
　

定
法
に
定
め
る
在
留
資
格

　
　

が
あ
っ
て
在
留
す
る
か
た

■
支
給
額

　

児
童
１
人
に
３
万
６
千
円

■
申
請

　

申
請
に
必
要
な
書
類
は
、
役

場
か
ら
送
付
し
て
い
ま
す
。
郵

送
ま
た
は
窓
口
へ
直
接
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
２
年
４
月
２
日
～
平
成

17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
第
１

子
の
児
童
と
別
居
し
て
い
る
場

合
は
、
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
支
給
要
件
を
確

認
い
た
し
ま
す
。

■
支
給
方
法

　

原
則
、
受
給
者
が
指
定
し
た

口
座
へ
の
振
込
み
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
期
限　

９
月
30
日（
水
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

☎
82
・
０
６
６
１

【お詫びと訂正】　広報３月号２㌻に、第２回まちづくり推進会議の日程に「３月14日（火）」とあるのは、正しくは「３
月 24日（火）」でした。また、５㌻でご紹介した農業委員会委員のお名前に「租開正平」さんとあるのは、正しくは「祖
開正平」さんでした。大変ご迷惑をおかけしました。お詫びして訂正いたします。



13

2009/ ４月号

クリーンセンターからお知らせ
ふとん・タンスも収集します
春の粗大ごみ収集が始まります
　「もえない」粗大ごみ、「もえる」粗大ごみ共に収
集します。各集落の「粗大ごみ集積場」へ出してい
ただくことになりますので、お間違えのないようご
注意ください。収集品目や日程などくわしいことは、
別に配布する「粗大ごみの収集について」のチラシ
をご覧ください。

きちんと分別してください
もえるごみ袋に金属類を入れないで
　空き缶や金属類は少量でも、必ずもえないごみと
して出して下さい。焼却炉や灰処理設備の故障の原
因となりますので、ご協力をお願いいたします。
　また「もえるごみ」は町指定の赤字の「もえるご
み袋」（通常サイズ・少量用）を必ず使用してください。

ゴールデンウィーク期間中の業務

祝祭日
４月 ５月

25 日 26 日 27 日 28 日 29 日 30 日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日
土 日 月 火 祝日 木 金 土 祝日 木

ごみの収集 なし なし ○ ○ ○ ○ ○ なし なし ○ ○ ○ ○
クリーンセンターへの直接搬入 休 休 ○ ○ ○ ○ ○ 休 休 ○ ○ ○ ○受付　午前 9 時～午後 4 時 30 分
処理手数料　　100㌔まで 300 円、以降 100㌔ごとに 300 円加算

■お問い合わせ　佐用クリーンセンター　☎８２－０２９３

 
妊
婦
健
康
診
査
費
助
成
を
拡
充

所
得
制
限
撤
廃　

助
成
回
数
を
５
回
か
ら
14
回
に

　

町
で
は
、
妊
婦
の
か
た
に
安
心

し
て
出
産
を
迎
え
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
妊
婦
健
康
診
査
費
14
回
分

を
助
成
し
ま
す
。

　

母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
お
渡

し
す
る
「
妊
婦
健
康
診
査
費
助
成

券
」
を
、
指
定
の
医
療
機
関
に
持

参
し
て
い
た
だ
く
と
、
助
成
券
に

記
載
す
る
額
面
を
上
限
に
助
成
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

す
で
に
、
妊
婦
健
康
診
査
受
診

券
を
お
持
ち
の
妊
婦
の
か
た
に
は
、

別
途
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
対
象　

町
内
に
在
住
で
、
４
月

　

１
日
以
降
に
妊
婦
健
康
診
査
を

　

受
け
る
妊
婦
。
３
月
31
日
ま
で

　

に
妊
婦
健
康
診
査
受
診
券
の
交

　

付
を
受
て
い
る
か
た
も
対
象
で

　

す
。

■
助
成
金
額　

14
回
で
９
万
８
千

　

円
（
１
回
の
上
限
あ
り
）

　

助
成
券
は
兵
庫
県
内
外
の
医
療

機
関
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
一
部
使
用
で
き
な
い
医
療

機
関
も
あ
り
ま
す
の
で
、
く
わ
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

☎
87
・
８
０
２
０

 

女
性
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

ま
だ
ま
だ
輝
く
私
づ
く
り　
～
更
年
期
を
さ
わ
や
か
に
～

　

更
年
期
と
聞
く
と
、
何
と
な
く

重
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
ま
た
「
重
い
病
気
で
は
な

い
し
、
仕
方
が
な
い
」
と
考
え
て

い
ま
せ
ん
か
。

　

更
年
期
の
症
状
は
専
門
医
に
相

談
す
れ
ば
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ま

す
。
一
般
に
閉
経
前
後
の
約
10
年

間(

40
～
50
代)

を
更
年
期
と
い

い
ま
す
が
、
最
近
で
は
「
プ
レ
更

年
期
」
と
い
っ
て
生
活
習
慣
の
乱

れ
な
ど
か
ら
20
～
30
代
か
ら
症
状

が
現
れ
る
人
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。

　

体
の
変
化
に
上
手
に
対
応
で
き

れ
ば
、
こ
れ
か
ら
が
一
段
と
元
気

に
過
ご
せ
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
輝
く

人
生
の
た
め
に
、ぜ
ひ
、い
っ
し
ょ

に
学
び
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

５
月
24
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

■
場
所

　

上
月
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
講
師　

岡
山
中
央
病
院
副
院
長

　

ウ
ィ
ミ
ン
ズ
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
長

　
　
　

   

金
重　

恵
美
子　

 

医
師

■
定
員　

先
着
１
０
０
人

■
参
加
料　

無
料

■
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

☎
87
・
８
０
２
０
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予防接種を受けましょう
対象者は無料です

麻しん・風しん混合ワクチン【ＭＲ】
　はしかは最近、10 代以上での感染が多く、肺炎や脳炎など重い合併症を発症することもあり、社会的な問題となっ
ています。予防方法は、ワクチンを接種することが一番です。対象は１歳児、年長児と、昨年度から５年間の措置
として、これまで一度しか予防接種を受けていない年代への公的接種も始まりました。できるだけ早めに予防接種
を受けましょう。

区分 対象者 接種可能期間
１期 　１歳児 　１歳の誕生日を迎えた日から２歳まで
２期 　平成 15 年４月２日～平成 16 年４月１日生まれのかた

     平成 22 年３月 31 日（水）まで３期 　平成８年４月２日～平成９年４月１日生まれのかた
４期 　平成３年４月２日～平成４年４月１日生まれのかた

■注意事項
　①可能期間が過ぎると有料となりますのでご注意ください。
　②医療機関へ予約が必要です。
　③母子手帳（ＭＲの１～２期は必ず、ＭＲ３～４期とＤＴは推奨）と予診票を持参してください。
　④保護者の同伴が必要です。ＭＲの４期のかたで同伴できない場合は同意書が必要です。またＭＲの４期のかた
　　で既婚者のかたは、保護者の同伴は不要です。

２種（破傷風・ジフテリア）混合ワクチン【ＤＴ】
　破傷風菌は、土中の菌が傷口からヒトの体内に入ることで感染し、口が開かなくなったり、けいれんを起こした
り、死に至ることもあります。ジフテリアは飛まつ感染で発病します。感染は主にのどで、症状は高熱、のどの痛
み、せき、嘔吐などですが、発病２～３週間後に、心筋こうそくや神経まひを起こす場合もあります。これを予防
するには、予防接種がとても大切です。集団感染を防ぐためにも、みんなで予防接種を受けましょう。

対象者 接種可能期間
　平成９年４月２日～平成 10 年４月１日生まれのかた 　13 歳の誕生日前日まで

　※出来るだけ小学 6 年生のときに接種してください。

■お問い合わせ　健康課　☎８７－８０２０

予防接種が可能な町内医療機関（順不同）

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号
佐用共立病院 ８２－２３２１ 佐用中央病院 ８２－２１５４
岡本医院 ８８－０６０５ 長田クリニック ８８－１１１１
岡尾医院 ７８－００３４ 尾崎医院 ７７－０２２１
尾崎内科医院 ７７－０４４７ 織田医院 ７９－２２０６
※ただし尾崎医院は、ＤＴとＭＲの３～４期のみ接種可能

５月　ポリオワクチン投与日程
実施日 実施時間 実施場所

５月 14 日（木）

午後２時～午後３時

　上月保健福祉センター

５月 21 日（木） 　佐用町保健センター

５月 28 日（木） 　南光文化センター

■注意事項
①ポリオ予診表（白色）、母子健康手帳
　を持参し、都合の良い会場へ時間厳守
　でお越しください。
②ポリオワクチンは２回投与を受けます
　が、今年度以降の日程は、広報紙や防
　災無線でお知らせします。年度ごとの
　通知はしませんのでご注意ください。

■お問い合わせ　健康課　☎８７－８０２０

※ポリオワクチンの投与日程は、21㌻の「赤ちゃんとママの行事」
欄に掲載しているＱＲコードで、携帯電話でもご覧いただけます。
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■日　時　４月 21 日（火）
　　　　　午前10時30分～午後３時30分
■場　所　さよう文化情報センター
■定　員　先着 40 人
■予約受付期間
　４月８日（水）～ 17 日（金）まで
　※土日を除く午前８時 30 分～午後５時 30 分まで
■当日の持参物
　被保険者のかたは年金手帳、年金受給者のかたは年
金証書、印かん
■ご注意　本人以外の代理者が来られる場合、書式は
　問いませんが、ご本人からの委任状と、委任された
　かたの本人確認の出来るもの（運転免許証など）が
　必要となります。

月から 県民局 が 変 わりました
■所在地変更の事務所

現　行 ４月からの組織名 所掌事務
上郡
県税事務所

龍野県税事務所 
（龍野庁舎） 

０７９１（６３）５１２６

全税目の申告、納税、
徴収、納税証明書の 
発行、納税相談など

佐用
健康福祉事務所

龍野健康福祉事務所 
（龍野庁舎） 

０７９１（６３）５１５０

感染症対策、難病特定
疾患の認定、精神保健
相談、食品衛生など

佐用農業改良
普及センター

光都農業改良普及センター 
（西播磨総合庁舎）

農業技術・栽培技術の
普及、相談など

佐用土木事務所 光都土木事務所 
（西播磨総合庁舎）

道路河川の整備・維持
管理、占用許可など

現　行 ４月からの組織名 所掌事務

企画調整部 総務室 
（西播磨総合庁舎）

予算、地域ビジョン、広
報広聴、県民相談、防災、
住宅再建共済制度など

県民生活部
地域振興部

県民室
（西播磨総合庁舎）

県民運動、環境保全、
商工業振興、観光ツー
リズムなど

上郡農林水産
振興事務所

光都農林水産振興事務所 
（西播磨総合庁舎）

農林水産業の振興、治
山事業など

上郡土地改
良事務所

光都土地改良事務所 
（西播磨総合庁舎）

農地・農村整備、土地改良
区の指導、地籍調査など

佐用地域普及所 
（ＪＡ兵庫西　佐用営農生活センター内）

水稲・野菜栽培の技術相談、
簿記などの研修実施　など

■名称変更などの事務所

■地域普及所の設置
　廃止される佐用農業改良普及センターにかえて、地域普及
所を設置し、実施日を決めて、相談指導業務を行います。

４

【西播磨総合庁舎】　☎０７９１（５８）２１００（代）
【龍野庁舎】　　　　記載の直通電話

■再編に関するお問い合わせ
　西播磨県民局総務室　０７９１（５８）２１０５

身障手帳などをお持ちのかたは

軽自動車･普通自動車税 の
減免 ができます

　身体障害者手帳などをお持ちの人が利用する軽自
動車、普通自動車は、税の減免ができます。ただし、
障害者１人につき、軽自動車、または普通自動車ど
ちらか１台に限ります。
■減免の対象となる自動車　身体障害者手帳をお持
　ちのかた、または生計を同一にするかたが取得、
　所有する自動車で、身体障害者手帳をお持ちの人
　のために継続的に使用される自動車。

【軽自動車の場合】
■申請場所　税務課または各支所
■申請締切　５月 25 日（月）
　締切日後に申請しても減免はできません。
■必要書類　身体障害者手帳、印かん、運転免許証、
　車検証
■お問い合わせ　税務課　☎８２－０６６２

【普通自動車の場合】

■申請場所　龍野県税事務所
■申請締切　４月１日から納期限まで（納期限後に
　身体障害者手帳の交付を受け、減免事由に該当す
　るかたは、該当年度２月末まで）
■必要書類　身体障害者手帳、印かん、　生計同一
　証明書（必要なかたのみ役場福祉課へ）、運転免
　許証など
■お問い合わせ
　龍野県税事務所　☎０７９１（６３）５１２６

社会保険事務所
予約制 出張年金相談会

■予約・お問い合わせ
　住民課　☎８２ー０６６０

’

　学生のため、国民年金保険料の納付を猶予されて
いて、引き続き在学予定のかたに、社会保険庁から
学生納付特例申請書（はがき）が送付されます。
　同じ学校に在学されるかたは、学生納付特例申請
書に必要事項を記入し、返送すれば学生納付特例申
請を行うことができます。
　ただし、20 歳以上のかたで、学生納付特例申請
書が届かないかたや、在学する学校に変更があるか
たなどは
■学生証など在学の事実を確認できるもの
■年金手帳（お持ちのかたのみ）
■印かん
を持参の上、住民課、または各支所総合窓口課・出
張所で学生納付特例申請を行うことができます。

国民年金保険料学生納付特例申請
保険料猶予希望の学生のかたは申請を

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲
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機
構
改
革
の
概
要

■
課
の
統
廃
合

　

農
業
共
済
課
と
農
林
振
興
課
を

統
合
し
、
農
林
振
興
課
に
農
業
共

済
係
を
新
設
。

■
事
務
所
の
移
転

　
　
　
（
平
成
21
年
４
月
27
日
付
）

　

商
工
観
光
課
（
役
場
本
庁
舎
２
階
）

　

農
業
共
済
係
（
役
場
第
２
庁
舎
１

　
　

階
農
林
振
興
課
内
へ
）

人
事
異
動

　
（  

）
内
は
、旧
所
属
・
職
名
な
ど
（
正

規
職
員
の
み
掲
載
。
係
名
は
省
略
）。

■
課
長

◆
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長　

上

谷
正
俊
（
税
務
課
長
）
◆
議
会
事

務
局
長　

大
久
保
八
郎
（
農
林
振

興
課
長
）
◆
総
務
課
長　

坪
内
頼

男
（
町
教
育
委
員
会
総
務
課
長
）

◆
上
月
支
所
長
兼
総
合
窓
口
課
長

兼
地
域
振
興
課
長　

達
見
一
夫

（
総
務
課
長
）
◆
三
日
月
支
所
長

兼
総
合
窓
口
課
長
兼
地
域
振
興
課

長　

田
村
章
憲（
農
業
共
済
課
長
）

◆
町
教
育
委
員
会･

課
長　

福
井

　

泉
（
生
涯
学
習
課
長
）

　

昇
任

◆
ま
ち
づ
く
り
課
付
播
磨
高
原
広

域
事
務
組
合
・
課
長　

桝
田
利
和

（
地
籍
調
査
課
参
事
）
◆
税
務
課

長　

保
井
正
文
（
健
康
課
参
事
）

◆
健
康
課
長　

新
庄　

孝
（
住
民

課
参
事
）
◆
農
林
振
興
課
長　

小

林
裕
和
（
同
課
参
事
）
◆
地
籍
調

査
課
長　

茅
原　

武
（
税
務
課
参

事
）◆
水
道
課
長　

野
村
久
雄（
生

涯
学
習
課
参
事
）
◆
生
涯
学
習
課

長　

福
本
美
昭
（
建
設
課
参
事
）

■
参
事

◆
町
教
育
委
員
会　

坂
本
博
美

（
ま
ち
づ
く
り
課
）
◆
生
涯
学
習

課　

田
邊
弘
文
（
生
涯
学
習
課
上

月
体
育
館
）

■
副
課
長

◆
総
務
課　

諏
訪
嘉
毅
（
町
教
育

委
員
会
教
育
推
進
課
）
◆
健
康
課

　

谷
村
忠
則
（
議
会
事
務
局
）
◆

健
康
課
佐
用
地
域
事
務
所　

小
西

国
彦
（
総
務
課
）
◆
農
林
振
興
課

　

西
坂
英
和
（
建
設
課
）
◆
農
林

振
興
課　

濱
名
弘
光
（
農
業
共
済

課
）
◆
農
林
振
興
課　

横
山
哲
也

（
農
業
共
済
課
）
◆
建
設
課　

堤

　

敏
明
（
消
防
署
警
防
課
長
）
◆

建
設
課　

上
谷
和
之
（
三
河
出
張

所
）
◆
三
日
月
支
所　

山
本
秀
幸

（
町
教
育
委
員
会
総
務
課
）

　

昇
任

◆
財
政
課　

鎌
井
千
秋
（
同
課
主

幹
）
◆
健
康
課
佐
用
地
域
事
務
所

　

平
井
直
枝
（
同
所
主
幹
）
◆
農

林
振
興
課　

伊
藤　

真
（
同
課
主

幹
）
◆
地
籍
調
査
課　

鎌
内
正
至

（
同
課
主
幹
）
◆
三
日
月
支
所　

藤
本
明
美
（
同
所
総
合
窓
口
課
主

幹
）

■
主
幹

◆
ま
ち
づ
く
り
課　

森
田
善
章

（
水
道
課
）
◆
税
務
課　

鎌
井
弥

生
（
健
康
課
）
◆
健
康
課　

浅
海

優
子（
健
康
課
佐
用
地
域
事
務
所
）

◆
三
河
出
張
所　

小
西
晴
記
（
佐

用
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

■
課
長
補
佐

◆
議
会
事
務
局　

尾
崎
基
彦
（
生

涯
学
習
課
）
◆
総
務
課　

山
田
裕

彦
（
福
祉
課
）
◆
財
政
課　

古
市

宏
和
（
会
計
課
）
◆
税
務
課　

福

本
秀
基
（
健
康
課
）
◆
住
民
課　

敏
蔭
純
子
（
財
政
課
）
◆
農
林
振

興
課　

横
本
宗
治
（
下
水
道
課
）

◆
地
籍
調
査
課　

内
海
義
文
（
商

工
観
光
課
）
◆
農
林
振
興
課　

松

阪
鉄
矢
（
農
業
共
済
課
）
◆
会
計

課　

宇
多
雅
弘
（
総
務
課
）
◆
町

教
育
委
員
会　

大
永
和
重
（
税
務

課
）

　

昇
任

◆
農
林
振
興
課　

山
口
節
雄
（
同

課
係
長
）
◆
地
籍
調
査
課　

野
村

泰
光
（
同
課
係
長
）
◆
天
文
台
公

園
業
務
課　

三
浦
秀
忠
（
ま
ち
づ

く
り
課
係
長
）
◆
佐
用
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー　

衣
笠
和
学
（
建
設
課

係
長
）
◆
上
月
支
所　

東
口
和
弘

（
同
所
地
域
振
興
課
係
長
）

■
係
長

◆
総
務
課　

真
島
祐
子（
住
民
課
）

◆
住
民
課　

山
西
宏
明
（
上
月
支

所
総
合
窓
口
課
）
◆
福
祉
課　

諏

訪　

弘
（
財
政
課
）
◆
健
康
課　

藤
木
和
也
（
住
民
課
）
◆
農
林
振

興
課　

船
曳
加
子
（
建
設
課
）
◆

商
工
観
光
課　

稲
田
俊
美
（
福
祉

課
）
◆
生
涯
学
習
課　

大
下
順
世

（
三
日
月
支
所
地
域
振
興
課
）
◆

下
水
道
課　

清
水
啓
良
（
天
文
台

公
園
業
務
課
）

　

昇
任

◆
総
務
課　

井
村
文
夫
（
同
課
主

査
）
◆
財
政
課　

蔭
山
剛
洋
（
同

課
主
査
）
◆
建
設
課　

瀬
戸
博
英

（
同
課
主
査
）
◆
三
日
月
支
所　

福
田
知
一
（
同
所
総
合
窓
口
課
主

役
場
職
員
の
人
事
異
動

事
務
所
移
転
を
含
む
役
場
組
織
の
一
部
を
改
革

　

４
月
１
日
か
ら
、
農
業
共
済
課
と
農
林
振
興
課
を
統
合
し
、
農

林
振
興
課
と
し
ま
す
。
こ
の
統
合
に
伴
い
、
シ
ス
テ
ム
移
行
な
ど

を
行
い
、
４
月
27
日
（
月
）
か
ら
農
業
共
済
業
務
を
役
場
第
２
庁

舎
１
階
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
２
課
の
統
合
に
よ
っ
て
、
同
じ
く

４
月
27
日
（
月
）
か
ら
、
役
場
第
２
庁
舎
１
階
に
あ
っ
た
商
工
観

光
課
が
役
場
本
庁
舎
２
階
に
移
り
、
業
務
を
行
い
ま
す
。
な
お
、

４
月
１
日
付
、
町
職
員
の
人
事
異
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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2009/ ４月号

救
命
士
か
ら
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

　

今
回
は   

回
復
体
位
に
つ
い
て

■お問い合わせ　　消防署　☎８２－３８７２

　

先
月
号
で
紹
介
し
た
、気
道
確
保
を
実
施
し
、呼
吸
の
確
認
を
行
っ

た
と
き
に
、
意
識
状
態
は
悪
い
が
、
自
分
で
呼
吸
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
た
場
合
や
、心
肺
そ
生
を
行
っ
て
呼
吸
が
戻
っ
た
場
合
は
、

嘔
吐
物
に
よ
る
窒
息
を
防
ぐ
た
め
に
回
復
体
位
を
取
ら
せ
、
救
急
車

を
待
ち
ま
す
。

傷病者の足側のひざを立てて座り
ます。

肩と腰に手を当て、手前に静かに起
こします。

上側になったひじとひざ
を軽く曲げ、姿勢を安定
させます。頭をやや後ろ
に反らせ、気道を広げた
状態に保ちます。これが
回復体位です。

12

3

査
）
◆
三
日
月
支
所　

渡
瀬
和
人

（
同
所
地
域
振
興
課
主
査
）

■
主
査

◆
財
政
課　

谷
本
美
沙（
総
務
課
）

◆
上
月
支
所　

藤
岡
路
子
（
農
業

共
済
課
）

　

昇
任

◆
税
務
課　

川
本
治
邦
（
同
課
主

事
）
◆
水
道
課　

早
水　

健
（
農

業
共
済
課
主
事
）
◆
水
道
課　

竹

田
正
史
（
同
課
主
事
）
◆
水
道
課

　

垣
谷
直
宏
（
同
課
主
事
）

■
保
育
園

◆
三
河
保
育
園
長　

上
谷
ち
さ
と

（
幕
山
保
育
園
長
）
◆
三
日
月
保

育
園
長　

森
崎
成
代
（
三
河
保
育

園
長
）
◆
三
日
月
保
育
園
主
任
保

育
士　

碓
井
朋
子
（
中
安
保
育
園

主
任
保
育
士
）
◆
佐
用
保
育
園
保

育
士　

井
土
純
子
（
中
安
保
育
園

保
育
士
）

　

昇
任

◆
幕
山
保
育
園
長　

大
西
恵
子

（
佐
用
保
育
園
主
幹
）
◆
佐
用
保

育
園
主
任
保
育
士　

春
名
寿
美

（
徳
久
保
育
園
保
育
士
）
◆
徳
久

保
育
園
主
任
保
育
士　

江
見
カ
ヨ

（
三
日
月
保
育
園
保
育
士
）

■
学
校
関
係

◆
南
光
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員　

　

湯
浅
千
恵
（
上
月
小
学
校
調
理

員
）

■
町
消
防
本
部
・
消
防
署

★
課
長
（
昇
任
）

◆
町
消
防
本
部
次
長　

敏
蔭
将
弘

（
同
本
部
次
長
（
参
事
））
◆
消
防

署
長　

藤
本
哲
徳
（
農
林
振
興
課

副
課
長
）

★
主
幹
（
昇
任
）

◆
警
防
課　

谷
口
弘
幸
（
同
課
課

長
補
佐
）
◆
救
急
救
助
課　

樫
本

雅
之
（
同
課
課
長
補
佐
）

★
課
長
補
佐

◆
管
理
課　

大
林
光
生（
警
防
課
）

◆
救
急
救
助
課　

岡
下
泰
典
（
警

防
課
）

★
係
長
（
昇
任
）

◆
警
防
課　

中
村
俊
治
（
管
理
課

主
査
）◆
警
防
課　

小
林
大
作（
救

急
救
助
課
主
査
）
◆
警
防
課　

留

田
剛
志
（
救
急
救
助
課
主
査
）
◆

救
急
救
助
課　

野
村
尚
史
（
同
課

主
査
）
◆
救
急
救
助
課　

中
井
等

（
警
防
課
主
査
）

★
主
査
（
昇
任
）

◆
管
理
課　

赤
松
昭
佳
（
警
防
課

主
事
）
◆
救
急
救
助
課　

高
見
和

雅
（
同
課
主
事
）

★
主
事

◆
管
理
課　

竹
内
貴
紀（
警
防
課
）

新
規
採
用
職
員

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

◆
住
民
課　

永
井
裕
也
◆
福
祉
課

　

山
本　

翼
◆
農
林
振
興
課　

東

　

昌
雄
◆
三
河
保
育
園
保
育
士　

内
山
美
穂

退
職

　

   

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　
　
　
（
平
成
21
年
３
月
31
日
付
）

◆
井
村　

均
（
健
康
課
長
）
◆
小

河
正
文
（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課

長
）
◆
岡
本
一
良
（
議
会
事
務
局

長
）
◆
杉
本
幸
六
（
播
磨
高
原
広

域
事
務
組
合
上
下
水
道
事
業
所

長
）
◆
船
曳
利
勝
（
地
籍
調
査
課

長
）
◆
西
田
建
一
（
水
道
課
長
）

◆
金
谷
幹
夫
（
上
月
支
所
長
兼
総

合
窓
口
課
長
兼
地
域
振
興
課
長
）

◆
飯
田
敏
晴
（
三
日
月
支
所
長
兼

総
合
窓
口
課
長
兼
地
域
振
興
課

長
）
◆
清
水
好
一
（
町
社
会
福
祉

協
議
会
事
務
局
長
）
◆
藤
田
裕
子

（
財
政
課
副
課
長
）
◆
野
村
恵
子

（
三
日
月
保
育
園
長
）
◆
岡
本
敏

子
（
朝
霧
園
調
理
員
）
◆
春
名
敏

子（
南
光
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）

◆
保
田
充
子
（
幕
山
小
学
校
調
理

員
）
◆
山
本
い
つ
子
（
上
月
小
学

校
用
務
員
）
◆
西
坂
幸
江
（
久
崎

小
学
校
用
務
員
）◆
細
川
民
子（
三

日
月
小
学
校
用
務
員
）
◆
真
野
清

二
三
（
笹
ヶ
丘
荘
調
理
員
）
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私
た
ち
は
、
子
ど
も
を
授
か

っ
た
瞬
間
か
ら
「
お
父
さ
ん
」「
お

母
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ま
る
で
も
う
一
つ

名
前
が
増
え
た
み
た
い
で
す
よ

ね
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
は
親
と
し
て

責
任
を
持
つ
こ
と
の
始
ま
り
で

あ
り
、
わ
が
子
か
ら
た
く
さ
ん

の
幸
せ
を
も
ら
え
る
第
一
歩
で

す
。

　

小
さ
な
わ
が
子
を
前
に
し
て
、

戸
惑
い
を
持
つ
お
母
さ
ん
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
笑
顔
を
見
せ

て
く
れ
た
ら
こ
の
上
な
い
幸
せ

を
感
じ
ま
す
が
、
思
い
通
り
に

な
ら
な
い
こ
と
に
「
何
で
な
の
」

「
ど
う
し
て
ほ
し
い
の
」
と
悩
ん

で
し
ま
う
こ
と
は
、
と
て
も
つ

ら
い
こ
と
で
す
。

　

マ
マ
プ
ラ
ザ
は
、
そ
ん
な
悩

み
や
不
安
、
そ
し
て
喜
び
を
、

同
じ
子
育
て
を
す
る
も
の
同
士

が
み
ん
な
で
共
感
し
、
助
け
合

い
、
学
び
な
が
ら
、
楽
し
く
子

育
て
す
る
た
め
に
様
々
な
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、

マ
マ
プ
ラ
ザ
に
来
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
み
な
さ
ん
の
子
育
て

方
法
や
、
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ

け
ま
せ
ん
か
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
も
ま
た
、
新
し
い
春
が

来
ま
し
た
。
こ
の
節
目
の
と
き

に
、
み
な
さ
ん
の
出
会
い
の
場

と
し
て
、
平
成
21
年
度
マ
マ
プ

ラ
ザ
合
同
開
講
式
を
次
の
通
り

開
催
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
各

マ
マ
プ
ラ
ザ
ま
で
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

キ
ラ
キ
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　
　

   　

☎
82
・
４
１
０
８

　

ビ
ス
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　

 　

 　

 

☎
86
・
１
１
５
３

　

ひ
ま
わ
り
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
78
・
０
２
６
４

　

み
か
づ
き
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

    

☎
79
・
３
７
８
８

 ママプラザ
　　　だより

各
文
化
セ
ン
タ
ー
（
会
館
）

　
　

図
書
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

各
文
化
セ
ン
タ
ー
（
会
館
）
図

書
室
は
、
町
立
図
書
館
の
特
別
整

理
期
間
中
も
通
常
通
り
開
館
し
て

い
ま
す
。

　

各
図
書
室
に
は
、
小
説
や
子
ど

も
向
け
の
絵
本
、
ま
た
、
郷
土
資

料
ま
で
様
々
な
本
が
揃
っ
て
お

り
、
新
し
い
小
説
本
な
ど
も
随
時

配
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
な
お
、
町
民
の
か
た

で
あ
れ
ば
、
ど
の
図
書
室
で
も
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
く
わ
し
く

は
、
各
支
所
地
域
振
興
課
、
ま
た

は
図
書
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

と
し
ょ
か
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
あ
そ
ば
せ
隊
」
の
お
は
な
し
会

■
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
後
２
時
～
午
後
２
時
30
分

■
場
所　
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

■
対
象　

幼
児
・
小
学
生

■
申
し
込
み　

不
要

お
は
な
し
会　

【
小
さ
い
人
（
５
歳
以
上
）】

■
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
後
２
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場
所　
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

■
４
月
の
お
は
な
し

　
「
ケ
イ
ゾ
ウ
さ
ん
は
四
月
が
き

ら
い
で
す
。」

【
大
き
い
人（
小
学
３
年
生
以
上
）】

■
日
時　

毎
週
日
曜
日

館
内
特
別
整
理
に
伴
う

                

特
別
貸
出
の
お
知
ら
せ

　

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
通
常
の
月
末
整
理
日
に
は
行

え
な
い
所
蔵
図
書
の
整
理
を
行
う

た
め
、
４
月
12
日
（
日
）
～
17
日

（
金
）
ま
で
休
館
い
た
し
ま
す
。

こ
の
期
間
中
の
返
却
は
、
さ
よ
う

文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
玄
関
入
口
に

あ
り
ま
す
返
却
ポ
ス
ト
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
長
期
休
館
に
伴
い
、
４

月
11
日
（
土
）
ま
で
特
別
貸
出
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
中

は
、
貸
出
上
限
を
な
く
し
て
何
冊

で
も
借
り
て
い
た
だ
け
る
と
と
も

に
、
通
常
１
週
間
貸
出
の
新
刊
雑

誌
も
、
２
週
間
借
り
て
い
た
だ
け

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

午
後
３
時
～
午
後
３
時
30
分

■
場
所　
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

■
４
月
の
お
は
な
し　
「
う
り
ひ
め
」

■
申
し
込
み　

不
要

お
り
が
み
教
室

■
日
時　

４
月
25
日(

土)

　

午
後
３
時
～
午
後
３
時
30
分

■
場
所　
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

３
歳
以
上
の
子
ど
も

　
（
保
護
者
の
参
加
も
可
）

■
４
月
の
お
り
が
み　
「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
」

　

と
「
宇
宙
人
」

■
申
し
込
み　

不
要
。
お
り
が
み

　

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

 

上
月
文
化
会
館　

移
動
図
書
館

 

「
い
な
か
の
本
だ
な
」

   

５
月
の
巡
回
日
は
７
日
（
木
）
で
す

み
ん
な
で

子
育
て
し
ま
し
ょ
う

          4 月  April   卯月              5 月   May    皐月
　日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土
　　 　 　 １ ２ ３ ４  　 　 　 　 　 １ ２
　５ ６ ７ ８ ９ 10 11  ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
  12 13 14 15 16 17 18  10 11 12 13 14 15 16
  19 20 21 22 23 24 25　17 18 19 20 21 22 23
  26 27 28 29 30      　24 25 26 27 28 29 30
                        31

※色文字の日は休館日です。開館時間は午前１０時～午後６時

平成２1年度佐用町ママプラザ開講式
■と　き　４月２3日（木）13：30～
■ところ　南光文化センター　大ホール
■対　象　子育て中の親または家族

★ぜひご参加ください。お待ちし
ています。
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●大人向けの本
　断る力　                                勝間和代／著　文芸春秋
　東国の戦国合戦　－戦争の日本史 10
                                                 市村高男／著　吉川弘文館
　るるぶ九州 ’ ０９　                      JTB パブリッシング
　裁判員制度と企業対応　－万全ですか？あなたの会社の社内整備
　           裁判員制度と企業対応研究会／編　第一法規
　ＰＴＡのあいさつ・司会進行・文書の事典
　                                    ＰＴＡマナー研究会／著　法研
　ウメの品種図鑑　       梅田　操／著　誠文堂新光社
　生活習慣病の薬　－気になる　知りたい　効果と副作用
　                                池上晴之／編　日本放送出版協会
　「まちづくり」のアイデアボックス　
                                                 橋本憲一郎／編著　彰国社
　おうち冷凍で幼稚園べんとう　－ 10 分でできちゃった！
　                                             山崎典子／著　文化出版局
　これならできる獣害対策　－イノシシ　シカ　サル
　                                井上雅央／著　農山漁村文化協会
　プロに教わる野菜づくり成功の法則　
                                                加藤義松／著　家の光協会

　Focus  in  the  Dark   科学写真を撮る
　                                            伊知地国夫／著　岩波書店
　読めそうで読めない間違いやすい漢字
　 －誤読の定番から漢検１級クラスまで　
                                                     山口宗和／著　二見書房
▲佐保姫伝説　                    阿刀田　高／著　文芸春秋
■三匹のおっさん　               有川　浩／著　文芸春秋
■暴雪圏　                                佐々木　譲／著　新潮社
★八番筋カウンシル　津村記久子／著　朝日新聞出版
★沖田総司壬生狼　               鳥羽　亮／著　徳間書店
▲プリンセス・トヨトミ　万城目　学／著　文芸春秋
■こんな感じ　                        群　ようこ／著　幻冬舎
▲くじら組　                            山本一力／著　文芸春秋
★そろそろ最後の恋がしたい　－ももさくら日記
                                        唯川　恵／著　角川春樹事務所
　パリデギ　－脱北少女の物語
                                                 　黄　晰暎／著　岩波書店
　奇跡のエコ集落ガビオタス
　                            アラン・ワイズマン／著　早川書房

●子ども向けの本
　世界の食事おもしろ図鑑　－みんな、何を食べている？
　                                        森枝卓士／著　ＰＨＰ研究所
　ツバメのたび　－ 5,000㌔のかなたから
　                                         鈴木まもる／作・絵　偕成社
　ババールとおちびのイザベル
　                    ロラン・ド・ブリュノフ／さく　評論社
　魔使いの戦い　上・下
　                ジョゼフ・ディレイニー／著　東京創元社

　▲は図書館と上月図書室に、★は図書館と南光図
書室に、■は図書館と三日月図書室にあります。

新着図書案内
2009.2.21 ～ 2009.3.21 受け入れ分の一部

Library  Information

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
と
は

　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
高
齢
者

が
住
み
な
れ
た
地
域
で
生
活
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

佐
用
町
が
独
自
に
指
定
し
、
町

内
に
住
ん
で
い
る
か
た
の
み
が

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
を
言
い
ま
す
。

■
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所

　

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

事
業
所
と
は
、
認
知
症
高
齢
者

を
中
心
に
、
24
時
間
３
６
５

日
、
切
れ
目
な
く
連
続
的
に
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
で
き
る
よ

う
に
「
通
い
」「
泊
ま
り
」「
訪
問
」

の
機
能
を
備
え
た
事
業
所
で
す
。

　

登
録
定
員
は
、
25
人
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、
規
模
を
小
さ
く

し
て
利
用
者
個
々
に
柔
軟
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

【
町
内
事
業
所
】

　

い
こ
い
の
家
三
河
、
志
文
の

里
、
ほ
ほ
え
み
、
や
す
ら
ぎ
の

家
さ
よ
う

※
志
文
の
里
は
要
介
護
１
～
５

　

の
か
た
の
み
利
用
可
能
で
す
。

■
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

　
(

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム)

　

認
知
症
の
高
齢
者
が
家
庭
的

な
雰
囲
気
の
な
か
、
少
人
数
で

共
同
生
活
を
送
る
こ
と
で
症
状

の
進
行
を
緩
和
さ
せ
、
よ
り
よ

い
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
支
援
す
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

【
町
内
事
業
所
】

　

サ
ン
ホ
ー
ム
み
か
づ
き
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム

※
要
介
護
１
～
５
で
認
知
症
の

　

か
た
の
み
利
用
可
能
で
す
。

■
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

　

(

認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス)

　

認
知
症
の
高
齢
者
が
日
中
、

安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
に
、

少
人
数
制
で
一
人
ひ
と
り
の
認

知
症
状
態
に
見
合
っ
た
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
・
リ
ハ
ビ
リ
を
受

け
る
事
が
で
き
る
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

【
町
内
事
業
所
】

　

朝
陽
ヶ
丘
荘
認
知
症
対
応
型

通
所
介
護
事
業
所

※
要
介
護
１
～
５
で
認
知
症
の

　

か
た
の
み
利
用
可
能
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

☎
87
・
８
０
２
０

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
⑥

介
護
保
険
制
度
を
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　春の日差しが心地いい好季節になりました。しかし
入学や進級、就職など生活環境が変化する時期でもあ
り、疲れやストレスで不調を感じる人も多いでしょう。
　健康のためには、生命力あふれる季節の食材を食べ
るのが一番。旬のものをしっかり食べることで、その
季節に必要な栄養補給と体調維持ができるようになっ
ています。
　菜の花にアスパラガス、新たまねぎ、新じゃが、セリ、
たらの芽など、冬の寒さに耐えてきた春野菜は、冬に
溜め込んでしまった余分な脂肪分や毒素を体の外へ排
出したり、刺激を与えて体を元気にしてくれます。春
野菜は鮮やかな色合いや、独特のほろにがさが特徴で
す。今回はその「ほろにが」パワーを紹介します。

【春野菜の「ほろにが」パワー】
■体調を整える　胃腸の働きを活発にして消化吸収を
　助けたり、免疫力を高めてかぜなど病気の予防に効
　果があります。
■新陳代謝を活発にする　冬の間に体内に蓄積された
　老廃物など悪いものを排泄して、新陳代謝を活発に
　します。
■血液をサラサラにする　血液中の老廃物を取りのぞ

　き、血をきれいにしてくれます。
■老化の進行をおくらせる　体内の活性酵素（注）の
　害から細胞を守って、老化防止や生活習慣病予防に
　効果があります。

　その他にも、疲労回復や便秘の解消、大腸がんや高
血圧予防に効果のある栄養素がたっぷり含まれていま
す。
　体にとって良いことづくめの春野菜。春野菜のパワ
ーを体に取り入れ元気に過ごしましょう。
　　　　　　　　　　
注）活性酵素・・非常に酸化力の強い酸素のこと。体
　内に侵入してきた細菌やウイルスから体を守ってく
　れる働きがありますが、多すぎると老化をはやめた
　り、体にさまざまな悪影響を与えます。

旬の野菜を食べよう！～春野菜パワーで健康に～

■姫路みゆき通献血ルーム
　姫路市駅前町２５９ぼうしやビル３階
　☎（０１２０）１６０－４８９
■ミント神戸１５献血ルーム
　神戸、JR 三ノ宮駅前ミント神戸 15 階
　☎（０１２０）１５０－０７２
■三宮センタープラザ献血ルーム
　神戸市中央区三宮町２－１１－１
　☎（０７８）３９１－７０７０

　その他に、明石運転免許試験場、尼
崎市の塚口さんさんタウンにもありま
す

■お問い合わせ　
      健康課　☎８７－８０２０

★献血ルームのご案内★

南光歯科保健センター
■予約受付　土・日・祭日を除くいずれも午前
　　　　　  ８時 30 分から午後５時 30 分まで
■診察日　毎週木曜日と金曜日午前９時 
　　　　　から午後５時まで
■歯科衛生指導日　
　土・日・祭日を除く午前９時から午後５時
　佐用町下徳久 1005 番地 1（南光文化センター内）
　　　　　☎７８- １１８０（いい歯を）

旬の春野菜で

元気 100 倍 !!

ボランティア喫茶 を 応援 します
　高齢者や障害のあるかたが、外出がおっくうになり、家に閉じこもり
になるケースがあります。閉じこもりになると、心身ともに少しずつ衰
弱し、さらに閉じこもるという悪循環におちいります。そこで町では、
地域の高齢者や障害のあるかたが、身近な地域で地域の人たちと交流が
できる『ミニ・デイサービス事業』を推進し、自治会単位での実施を支
援しています。

【奨励金支給の内容】
　自治会単位 ( 複数自治会合同も可 ) で、毎月１回以上の喫茶（100 円
程度の実費徴収）を開店し、高齢者や障害があるかたの参加を中心に地
域住民のだれでも気軽に参加できるサロン（場）を提供するボランティ
アグループが支給対象となります。自治会行事や年中行事など、また、
ゲートボールやグラウンドゴルフなどサークル活動や体育行事などは、
この対象になりません。

【助成金の額】
　奨励金の額は、戸数が少なく、しかも高齢化率が高い自治会など、ボ
ランティアの立ち上げが困難なところに対する配慮から戸数のほか、高
齢化率加算、さらに初回加算などを行い、２万円～４万５千円です。

【他の補助事業との関係】
　社会福祉協議会の実施している『いきいき・ふれあいサロン助成金』
とは、助成の目的や内容に異なるところがありますが、実施された内容
が目的に合う場合は、重複して助成の対象となる場合があります。

【申請窓口】

　社会福祉協議会（７８－１２１２）に委託しています。申請は社会福
祉協議会へお願いします。
■お問い合わせ　健康課　☎８７－８０２０

自治会単位で喫茶サロンを運営するボランティアに対して奨励金
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　「医療制度改革」によって、昨年から医療保険者に
対し、40 歳から 74 歳の加入者を対象とし、メタボリッ
クシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目した特定健
康診査と特定保健指導の実施が義務付けられました。
　高血圧症、脂質異常症、糖尿病などの生活習慣病や
予備群が増えています。この原因は、内臓のまわりに
脂肪がたまり過ぎた状態（内臓脂肪型肥満）によると
言われています。
　内臓脂肪型肥満に加え、高血圧、脂質異常、高糖尿
のいずれか 2 つ以上を持っている状態をメタボリック
シンドロームと言います。現在その該当者と予備群と
考えられる人は、男女とも 40 歳以上で多く、男性で
は 2 人に 1 人、女性では 5 人に 1 人と言われています。

【特定健康診査】
　これまでの健康診査は、個々の病気の早期発見・早
期治療が目的でした。特定健康診査は、それ以前の段
階で異常を発見する。つまり、内臓脂肪の蓄積を未然
に把握することで、高血圧症、脂質異常症、糖尿病な
どの生活習慣病を予防することを目的としています。
　特定健康診査では、身体計測（身長・体重・BMI・
腹囲測定）、血圧測定、脂質検査、血糖検査などの項

目を基本として、さらに医師の判断で詳細な健診（貧
血検査・心電図・眼底検査）を実施します。
　新たに加わった腹囲測定は、メタボリックシンド
ロームの診断ベースとなる内臓脂肪の蓄積を調べてい
ます。

【特定保健指導】
　内臓脂肪は、適度な運動とバランスのとれた食事に
よって減らしていくことが可能です。このため、メタ
ボリックシンドロームに該当する人とその予備群の人
が、適度な運動と食生活の見直しをすることで生活習
慣病の予防につながります。
　特定健康診査の結果から、メタボリックシンドロー
ムであるかどうか、動脈硬化のリスク数や年齢などを
総合的に判定し、3 つのレベル、①情報提供、②動機
づけ支援、③積極的支援に分けます。そして、対象者
自身が健診結果を理解して、身体の変化に気づき、自
分の生活習慣を振り返り、改善するための行動目標を
設定して、実践できるよう保健師や管理栄養士などが
支援します。
※くわしい特定保健指導については５月号から掲載し
　ていきます。

メタボリックシンドローム   ～特定健診・特定保健指導～

Health  Information

★すくすく健康相談（平成20年10月生まれ）
　　  ４月 10 日（金）13：30 ～

★ヨチヨチ健康相談 （平成20年４月生まれ）
　　  ４月 17 日（金）13：30 ～

★１歳６か月児健診（平成19年８月～平成19年９月生まれ）
　　  ４月 21 日（火）13：00 ～

★４か月児健診（平成20年12月生まれ）
　　  ４月 27 日（月）13：30 ～

★ぱくぱく離乳食教室
　( すくすく健康相談後～１歳６か月未満）
　　  ５月   ７日（木）10：00 ～

★０歳児クラス （２か月～１歳未満）
　　  ５月  11 日（月）
　　　　　　  ２か月～６か月児　10：00 ～ 11：30
　　　　　　  ７か月～１歳未満　10：30 ～ 12：00
※いずれも場所は上月保健福祉センター

赤ちゃんとママの行事

携帯電話でもご覧いただけます。
　ＱＲコード対応の携帯電話のカメラで、右のＱＲ
コードを読み込んで町ホームページアドレスに接続
してください。

■機能訓練教室
　 ４月  ８日（水）13：30 ～ 15：30
■デイ・ケア（精神障害者社会復帰訓練事業）
　 ４月 14 日（火）13：30 ～ 15：30
■機能訓練教室
　 ４月 22 日（水）13：30 ～ 15：30
■デイ・ケア（精神障害者社会復帰訓練事業）
　 ４月 23 日（木）13：30 ～ 15：30
■こころのケア相談（要予約）
　 ５月 14 日（木）13：30 ～ 16：00
いずれも開催場所は佐用町保健センター

佐用町保健センター

行事カレンダー

■お問い合わせ
　佐用町保健センター　☎８２－２０７９

「食を育む健康教室」参加者募集
■対　象　子どもや高齢者の食事・生活習慣病
　予防の栄養食育などに興味があるかた
■開催日　５月～来年２月の第４木曜日
■時　間　午前９時 30 分～午後 12 時 30 分
■場　所　上月保健福祉センター
■参加費　年間 3,000 円
■お問い合わせ　健康課　☎８７－８０２０
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3 月 20 日現在（　）内は前月比

お誕生おめでとう
２月 21 日から３月 20 日届出分　敬称略

         氏　名     　 保護者     自治会

　個人情報のため非公開
　
　
　
　
　
　
　

４月上旬～５月上旬

人のうごき
　人　口　２０，６３０人（－４５）
　　　　　男 　９，８５０人   （－２３）
　　　　　女 １０，７８０人   （－２２）

　世帯数　　７，２９８戸（－１０）

　３月中の移動
      出生　　８人　死亡 　１８人
      転入　２８人　転出 　６３人

■ちょうみんカレンダー

します。ただし、選挙によっては点
字・音声のどちらか一方のみの作成
となる場合がありますので、ご了承
ください。
■申し込み・お問い合わせ
　兵庫県選挙管理委員会
　〒 650-8567
　神戸市中央区下山手通５丁目 10 －１
　☎　０７８（３６２）３１０１
　FAX ０７８（３６２）３９０７

　危険物取扱者試験が実施されます。
■試験実施日　6 月 14 日 ( 日 )
■試験種類
　　①甲種　②乙種第 1 類～第６類
　　③丙種
■願書受付期間
　　4 月 27 日 ( 月 ) ～ 5 月 8 日 ( 金 )
■受付方法　郵送または持参
■受付場所
　〒 650 － 0011
　神戸市中央区下山手通 5-12-7
　協和ビル 5 階
　( 財 ) 消防試験研究センター兵庫県支部
■お問い合わせ
　消防署　☎８２－３８７４

　兵庫県では健康福祉事務所で実施
している一般健康相談（クリニック）
を３月末をもって廃止しました。
　健康診断書の発行を目的とする健
康診断などは、最寄りの医療機関で
受診してください。なお、健康相談
やエイズ検査、結核定期外健康診断、
ウイルス肝炎検査、梅毒検査の健診
などは引き続き実施します。
■お問い合わせ
　龍野健康福祉事務所健康増進課
　☎０７９１（６３）５１４０

龍野健康福祉事務所から
一般健康相談廃止のお知らせ

危険物取扱者試験

お悔やみ申し上げます
２月 21 日から３月 20 日届出分　敬称略

兵庫県知事選挙
投票日　７月５日  日
投票時間　午前７時～午後８時

　投票日当日、仕事、買い物、レ
ジャーなどの予定があるかたは、期
日前投票をすることができます。

【期日前投票のできる期間】
　６月 19 日（金）～７月４日（土）

みなさんそろって投票しましょう

月日 曜日 内　　容 場　　所 時　間
4/6 月   小・中学校入学式   町内各小・中学校
8 水   福祉相談   南光地域福祉センター  13:30 ～ 16:00
9 木   高年大学南光教室開講式   南光文化センター  10：00 ～

11
～ 25

土
～土   光都チューリップ園開園   本紙９㌻をご覧ください。

12 日   宿場町ひらふくまつり   本紙８㌻をご覧ください。
  ヴァリオ・ストラーダ2009   本紙８㌻をご覧ください。

15 水

  高年大学上月教室開講式   上月文化会館  10：00 ～

 行政相談
  役場本庁舎２階会議室

 13：00 ～  上月支所１階相談室
  南光文化センター会議室

 ＥＭぼかし講習会   佐用町保健センター  10：00 ～
16 木  高年大学佐用教室開講式   さよう文化情報センター  10：00 ～
21 火  高年大学三日月教室開講式   三日月老人福祉センター  10：00 ～
23 木  ママプラザ開講式   本紙 18㌻をご覧ください｡

24 金  弁護士相談 
  （社会福祉協議会に予約必要）  佐用町地域福祉センター  13:00 ～ 15:30

26 日
  SPring-８施設公開

  本紙９㌻をご覧ください。  光都ふれあいウォーク
29 祝   スプリングフェア 2009
5/7 木

  特設人権・登記相談

  三日月文化センター

  13:00 ～ 15:308 金   上月支所
11 月   南光文化センター
13 水   佐用町保健センター

　春の全国交通安全運動　４月６日(月)～４月15日(水)
　■運動の重点　すべての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用と徹底
　　　　　　　　自転車の安全利用の推進、飲酒運転の根絶、夕暮れ時の交通安全
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2009/ ４月号

　子どもや地域が心配。何とかしな
くては。いっしょに考え、できるこ
とから行動しませんか。
■対象　西播磨地域在住・在勤
■定員　40 人
■期間　平成 21 年 6 月～平成 23 年３月
　【全県セミナー】
　開講式６月 27 日（土）、修了式ほか１回
　【地域セミナー】
　年３回
　【地域交流活動】
　２年間で８回
■学習内容　青少年問題、会議運営、
　資金の集めかた、会員の増やしか
　た、組織運営、連携、企画力アッ
　プ、話しかた、広報など
■応募方法　所定の応募用紙を請求

　して提出（ＨＰからダウンロード
　できます）。
■応募締切　５月 22 日（金）
■提出先・お問い合わせ
　〒 678-1205
　上郡町光都２－２５
　西播磨県民局県民生活部県民運動
　課内西播磨青少年本部
　☎０７９１（５８）２１３１
　http://justmystage.com/home/　
　wseishonen

■練習日
　毎月第２・第４土曜日
　午前 9 時 30 分～２時間
　（４月は第２土曜日・第４日曜日）
■練習場所　佐用町三日月の明光寺
　☎７９－３１６４
　（送迎は保護者で）
■内容　合唱組曲「ちいちゃんのか
　げおくり」と童謡を練習します。
　「清流の郷音楽祭」や「さよう文
　化祭」に出演したり、町内外の福
　祉施設への訪問などを行ったりし
　ます。
■年間団費　1,500 円
　※ただし、弟妹は１人 1,000 円
■お問い合わせ
　生涯学習課　☎８２－３３３６

　自分の持っている技術や経験を生
かして、開発途上国の発展に貢献し
たいと考えるボランティア精神に富
んだ人を募集します。
■募集期間　５月 18 日（月）まで
■募集内容
　(1) 青年海外協力隊
　　年齢：満 20 歳～満 39 歳
　　資格：日本国籍で健康なかた
　　期間：原則２年
　　相談会：４月 18 日（土）
　　　　　午後２時 30 分～
　　　　　「イーグレひめじ」にて
　(2) シニア海外ボランティア

　　年齢：満 40 歳～満 69 歳まで
　　資格：上記と同じ
　　期間：１年または２年
　　相談会：４月 18 日（土）
　　　　　午前 10 時 30 分～
　　　　　「イーグレひめじ」にて
■お問い合わせ
　JICA 兵庫　ボランティア担当
　☎０７８（２６１）０３４１

　佐用町では、進む過疎化に対応す
るため、賃貸が可能な空き家情報を
収集し、都市部などからの移住希望
者に情報提供を行っています。
　畳やふすまの張り替えなど、修繕
は不要です。空き家を貸したい、貸
してもよいというかたは、商工観光
課までご連絡ください。
■情報提供先
　商工観光課　☎８２－０６７０

　森とみどりは、私たちの暮らしに
限りない恵みをもたらし、豊かな自
然環境を残してくれます。
　このかけがえのない森とみどりを
守り育てていくために「緑の募金」
運動が３月１日から５月 31 日まで
県下各地域で行われています。
　みなさまのご協力をお願いします。
■お問い合わせ　
　　農林振興課☎８２- ０６６７

　兵庫県選挙管理委員会では、選挙
や候補者に関する情報を点字または
音声（朗読テープ）にした「選挙の
お知らせ」を、視覚に障害があるか
たに無料配布します。
■対象の選挙　国政選挙、兵庫県知事選挙
■申し込み方法
　点字版、音声版とも、電話か郵便
で、郵便番号、住所、お名前、ご希
望の種類（点字か音声）を、兵庫県
選挙管理委員会までご連絡ください。
また、７月に実施される兵庫県知事
選挙での配布を希望されるかたは、
５月 29 日（金）までにお申し込み
ください。一度申し込むと、以降の
選挙では希望された種類を郵送いた

お知らせ

４月30日（木）です
口座振替日は４月30日（木）です

納税は納期限までに！

固定資産税第１期分
の納期限は

■お問い合わせ　
　　税務課　☎８２－０６６２

Information

今月の納税

募　集
第 11 期こころ豊かな人づくり

500 人委員会募集

緑の募金に
ご協力を

ひかりのさと少年少女合唱団
メンバー募集

点字・音声の
選挙のお知らせの無料配布

空き家情報を
ご提供ください

独立行政法人国際協力機構 JICA
海外ボランティア募集

※納期限を過ぎた場合は、督促状を発
行します。また納期限から納付日まで
の延滞金（年率 14.6㌫）も納めてい
ただくことになります。

今月の納税相談日　４月 23 日（木）
受付時間：午前８時 30 分～午後５時
受付場所：役場本庁　税務課
　災害・盗難・疾病・失業や廃業など
によって納期限までに町税が納められ
ない場合は、納税相談に応じます。
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【応募方法】はがきまたは FAX・ﾒｰﾙで住所、氏名、年齢、電話番号、答えを記
入し役場まちづくり課まで送ってください。正解者のなかから抽選で３人のか
たに景品を送ります。なお、発表は景品の発送をもって当選者のかたにお知ら
せします。
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シリーズ　佐用町の誇り

■ 編集・発行 / 佐用町広報委員会　〒 679-5380　兵庫県佐用郡佐用町佐用 2611 番地 1  　☎ 0790-82-2521( 代 )
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　円応寺集落の一角には「観音堂」とよばれるお堂があり、
ひっそりとした境内に静かなたたずまいを見せています。
　このお堂の足下には建物が乗っている礎石があり、いく
つかは柱よりも大きい円形の浮き彫りがほどこされている
ことが分かります。この一見何の変哲もない礎石が、いま
の「円応寺」という地名のいわれを物語っています。
　円応寺、正しくは「北山円応禅寺」。今から 670 年前・
1339（延元四）年に、いまの円応寺の地に開山されたこ
の寺は、当時禅宗において名声第一ともいわれた京都東福
寺の首座・大朴玄素を迎えて開山第一世とし、その後 60
年ほど経た 1400（応永七）年には幕府直轄の官寺に挙げ
られ「諸山」の寺格をもつ大寺になっています。また寺を
造り大朴玄素を迎えたのは、「佐用町史」では赤松家中に
あって、建武の中興に大功のあった宇野三兄弟（宇野左衛
門太郎宗清・小寺相模守頼季・熊見能登守国頼）であると
もしています。
　寺はこの後赤松氏が滅ぶ嘉吉の乱以後も、それとは関係
なく残っていたようですが、このような隆盛を誇った寺で
あったにもかかわらず、当時のようすなどのくわしい姿は
今ではほとんど伝わっていません。いつごろ無くなってし
まったものか、幕府の権威が落ち戦乱の世になっていくに
つれ、寺も荒廃していったのでしょうか。
　いまではお堂の下に残る礎石が当時の繁栄の姿を今に伝
えるのみとなっています。
　なおこの礎石は、佐用町の中世寺院の貴重な資料として
平成 13年に町指定考古資料に指定されています。

　妹大好き愛里、姉大好き柚里の仲良し姉妹です。４月
から保育園に入るのが待ち遠しい愛里も、歩けるように
なって何でも「自分で !!」のガンコちゃん柚里も、パパ ･
ママにとって世界一大切な宝物です。大好きだよ !!
                                                                           パパ・ママより
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   わが家のアイドル
～円応寺の礎石～

■今月号から、世界一の公開望遠鏡を有する西はりま天文
台の「星空ばんざい」と、同じく世界一の規模を誇る播磨
科学公園都市の SPring-8 の新シリーズを隔月で掲載します。

  (1) クロダイ先月の天文クイズのこたえ
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　光都にある SPring-8 は、レントゲンなどで使用される
通常の X 線より１億倍も明るい放射光という光を生み出
すことができ、科学の進歩のために不可欠な研究施設で
す。年間延べ１万４千人近い研究者が世界から訪れていま
す。ここに、今新たな施設が建設中です。それは XFEL（エッ
クスエフイーエル）という X 線のレーザーを生み出すこ
とができる施設で、2010 年度に完成予定です。放射光も
XFEL も強力な X 線を生み出すことができますが、性質や
使いかたはそれぞれ。SPring-8 と XFEL が揃えば、光の都
はさらにパワーアップします。今後の連載でその謎を解き
明かしていきますのでお楽しみに。
　「もっと早く知りたい」というかたはぜひ 4 月 26 日（日）
の SPring-8 施設公開に来てください。今年は XFEL 施設を
初公開します。くわしくはＨＰで。
　http://www.spring8.or.jp/openhouse/
■理化学研究所・高輝度光科学研究センター X 線自由電
子レーザー計画合同推進本部　企画調整グループ
●○ちょっとためになる光クイズ○●
　「光」は目に見える光以外にもＸ線や紫外線なども含
めて「光」ということがあります。次のうち、「光」の
仲間でないものはどれでしょう。
　(1) 赤外線  (2) 可視光線  (3) 電子線  (4) 電波

見えないものが見えてくる！ SPring- ８
ＸＦＥＬ


